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［
資
料
紹
介
］
奈
良
の
戦
後
雑
誌
（
３
）

　『
玄
想PEN

SÉE

』
の
目
次
と
主
要
記
事
解
説
（
そ
の
２
）

中

　嶋

　優

　隆 

・ 

光

　石

　亜
由
美

　
　
　【
資
料
紹
介
】
奈
良
の
戦
後
雑
誌
に
つ
い
て

　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
蔵
の
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
よ
れ
ば
、
戦
後
、
奈
良
県
で
発
行

さ
れ
た
雑
誌
は
八
四
誌
に
の
ぼ
る
。
文
芸
雑
誌
、
教
育
雑
誌
、
同
人
誌
な
ど
そ
の

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
戦
後
の
奈
良
の
文
化
的
、
文
学
的
土
壌
の
豊
か
さ

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
三
月
の
『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』

（
第
27
号
）
に
掲
載
し
た
「
奈
良
の
戦
後
雑
誌
（
１
）『
大
和
文
学
』
の
目
次
と
主

要
記
事
解
説
」
に
引
き
続
き
、
こ
の
資
料
紹
介
で
は
、『
大
和
文
学
』
と
同
じ
養

徳
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
玄
想
』
の
後
半
・
第
２
巻
第
４
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和

23
〕
年
四
月
）
か
ら
、
第
３
巻
第
３
号
（
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四
月
）
ま
で

を
紹
介
す
る
。
前
半
の
『
玄
想
』
第
１
巻
第
１
号
（
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三

月
）
か
ら
、
第
２
巻
第
３
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
三
月
）
は
、「［
資
料
紹

介
］
奈
良
の
戦
後
雑
誌
（
２
）『
玄
想PEN

SÉE

』
の
目
次
と
主
要
記
事
解
説
（
そ

の
１
）」（『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』（
第
28
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
に
掲

　
　
　
要
　
　
旨

　
雑
誌
『
玄
想PEN

SÉE

』
は
、
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
か
ら
一
九
四
九
〔
昭

和
24
〕
年
四
月
に
か
け
て
発
刊
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
出
版
社
は
、
奈
良
・
丹
波

市
町
（
現
天
理
市
）
に
所
在
す
る
養
徳
社
で
あ
る
。
今
回
は
、『
玄
想
』
第
２
巻
第
４

号
（
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
四
月
）
か
ら
、
第
３
巻
第
３
号
（
一
九
四
九
〔
昭
和

24
〕
年
四
月
）
に
つ
い
て
の
、
雑
誌
の
概
要
、
目
次
の
細
目
、
特
集
記
事
の
解
説
を
行
っ

た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
①
『
玄
想
』、
②
奈
良
、
③
戦
後
雑
誌
、
④
養
徳
社
、
⑤
プ
ラ
ン
ゲ
文

庫

＊

＊
＊

令和５年９月15日受理　＊同志社大学大学院文学研究科博士後期課程
　　　　　　　　　　　＊＊文学研究科国文学専攻　教授
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載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
ず
、
一
で
は
雑
誌
の
概
要
説
明
、
二
で
は
編
集
者
、
発
行
所
な
ど
雑
誌
の
基

本
的
な
情
報
、
目
次
の
細
目
、
三
で
は
特
集
記
事
の
解
説
を
行
っ
た
。
な
お
、
特

集
は
毎
号
企
画
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
集
が
企
画
さ
れ
て
い
る
号
の
み

解
説
を
行
っ
た
。

　
目
次
の
入
力
・
作
成
は
、
中
嶋
が
行
い
、
雑
誌
の
概
要
説
明
、
特
集
記
事
の
解

説
は
中
嶋
と
光
石
が
分
担
し
て
行
っ
た
。
解
説
の
最
後
に
担
当
者
を
明
記
し
て
い

る
。

一
　『
玄
想P

E
N
S
É
E

』
に
つ
い
て

　『
玄
想PEN

SÉE

』（
以
下
、『
玄
想
』）
は
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
か
ら

一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四
月
に
か
け
て
養
徳
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
総
合
文
芸
雑

誌
で
あ
る
。
創
刊
号
か
ら
二
二
号
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
養
徳
社
は
、
一
九
四
四
〔
昭
和
19
〕
年
に
、
出
版
社
の
統
合
整
理
の
波
を
う
け

て
、
天
理
時
報
社
出
版
部
、
甲
鳥
書
林
、
六
甲
書
房
、
朱
雀
書
林
、
古
書
通
信
社

が
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
人
文
科
学
系
の
出
版
社
で
あ
る
。
戦
後
、
東
京
復
興
の

見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
、
多
く
の
学
者
や
作
家
が
養
徳
社
を
訪
れ
た
よ
う
で
、

一
九
四
五
年
か
ら
の
二
年
間
で
書
籍
七
十
点
以
上
を
刊
行
し
た
。
創
設
の
経
緯
に

つ
い
て
は
『
創
設
の
こ
ろ 

養
徳
社
創
立
六
十
年
』（
図
書
出
版
・
養
徳
社
発
行
、

二
〇
〇
六
〔
平
成
18
〕、
非
売
品
。
な
お
、
同
冊
子
は
養
徳
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
可
能
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　『
玄
想
』
の
編
集
委
員
を
務
め
た
の
は
、
安
藤
直
正
、
藤
田
秀
彌
、
三
村
啓
吉
、

吉
岡
武
雄
、
庄
野
誠
一
、
生
駒
藤
雄
、
鈴
木
治
で
あ
る
。
ま
た
、
中
山
正
善
（
天

理
教
真
柱
）
が
参
加
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ま
で
戦
後
の
整
理
統

合
や
解
散
さ
せ
ら
れ
た
出
版
社
か
ら
譲
り
受
け
た
出
版
物
の
刊
行
に
終
始
し
て
い

た
た
め
比
較
的
手
が
空
い
て
い
た
養
徳
社
だ
っ
た
が
、『
玄
想
』
刊
行
以
後
は
編

集
会
議
が
特
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

創
刊
号
の
編
集
後

記
に
は
、「
思
想
こ
そ
人
間
の
偉
大
を
形
成
す
る
」
と
い
う
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
が

引
用
さ
れ
、「
文
化
国
家
と
し
て
の
出
発
を
す
る
」
に
際
し
て
「
ほ
ん
の
卑
近
な

こ
と
か
ら
で
も
よ
い
、
紛
れ
も
な
い
此
の
自
分
の
眼
で
見
、
自
分
の
耳
で
聞
き
、

さ
う
し
て
自
分
の
頭
で
考
へ
た
り
判
断
し
た
り
反
省
し
た
り
す
る
習
慣
こ
そ
、
此

の
日
本
を
救
ふ
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
再
建

の
た
め
に
各
人
が
先
哲
を
知
り
、
自
ら
の
思
想
を
築
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
『
玄

想
』
の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
。
掲
載
記
事
も
こ
の
思
想
と
共
鳴
す
る
も
の
が
多
い
。

　
第
１
巻
第
１
号
か
ら
編
集
者
・
安
藤
直
正
、
発
行
者
・
岡
島
善
次
の
体
制
で
雑

誌
を
刊
行
し
て
き
た
が
、
第
２
巻
第
５
号
（
通
巻
13
号
）
よ
り
、
編
集
者
は
安
藤

直
正
か
ら
藤
田
秀
彌
へ
、
発
行
者
も
岡
島
善
次
か
ら
東
井
三
代
次
に
変
わ
っ
た
。

　
第
2
巻
第
7
号
（
通
巻
15
号
）
か
ら
は
、
雑
誌
の
大
き
さ
が
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
５

判
か
ら
Ａ
５
判
に
変
更
さ
れ
、
ペ
ー
ジ
数
も
六
四
頁
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
印

刷
者
が
岡
島
善
次
か
ら
若
林
吉
郎
兵
衛
に
変
更
に
な
り
、
印
刷
所
も
天
理
時
報
社

か
ら
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
の
京
都
工
場
に
変
更
し
て
い
る
。

　
第
2
巻
第
6
号
（
通
巻
14
号
）
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、「
今
日
程
人
間
学
的

な
立
場
よ
り
す
る
時
流
批
判
の
必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
時
は
な
い
。
本
誌
の
特

色
は
最
近
漸
く
識
者
の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
本
来
の
性
格
を
よ
り
強
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く
敷
衍
し
発
展
す
る
為
に
、
今
後
一
層
の
飛
躍
を
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
の

で
、
私
達
は
決
意
を
新
た
に
し
て
次
号
よ
り
Ａ
５
判
六
四
頁
と
し
、
体
裁
内
容
共

に
新
し
い
企
画
を
盛
り
、
今
日
の
混
濁
し
た
現
実
に
焦
点
を
合
は
せ
て
編
輯
す
る

こ
と
に
し
た
」
と
判
型
と
頁
数
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
告
知
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と

も
な
い
こ
れ
ま
で
巻
頭
に
掲
載
し
て
い
た
コ
ロ
タ
イ
プ
の
口
絵
を
中
止
し
、
編
集

陣
が
刷
新
さ
れ
、
藤
田
秀
彌
、
松
井
浩
生
、
小
牧
昌
実
、
大
畑
甚
一
の
名
前
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
表
紙
も
創
刊
号
は
グ
レ
コ
、
第
１
巻
第
２
号
（
通
巻
２
号
）
は
ゴ
ッ
ホ
、
第
１

巻
第
３
号
（
通
巻
３
号
）
は
マ
チ
ス
と
続
き
、
通
巻
３
号
ま
で
は
各
画
家
の
作
品

複
製
を
表
紙
に
糊
付
け
し
て
い
た
。
通
巻
４
号
～
５
号
（
５
号
は
入
江
泰
吉
撮
影
）

は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
通
巻
６
号
～
14
号
ま
で
は
無
地
カ
ラ
ー
刷
り
で
表
紙
に
目
次

が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。
判
型
が
小
さ
く
な
っ
た
通
巻
15
号
～
17
号
の
表
紙
は
、
土

門
拳
撮
影
の
ロ
ダ
ン
の
少
女
像
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
通
巻
18
号
～
22
号
の
表
紙

は
、
土
門
拳
撮
影
の
ロ
ダ
ン
、
エ
ヴ
ァ
像
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
３
巻
第
２
号
（
通
巻
21
号
）
だ
け
は
、
す
べ
て
福
田
恆
存
と
矢
内
原

伊
作
の
対
談
「
わ
れ
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
？
　
現
代
精
神
の
行
方
」
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
誌
面
構
成
は
、
創
刊
号
か
ら
第
２
巻
第
６
号
（
通
巻
14
号
）
ま
で
が
巻
頭
に
コ

ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
口
絵
を
掲
載
し
、
そ
の
後
に
文
章
を
掲
載
し
て
い
た
が
、
先
述

し
た
よ
う
に
第
２
巻
第
７
号
（
通
巻
15
号
）
か
ら
の
判
型
変
更
に
よ
り
コ
ロ
タ
イ

プ
に
よ
る
口
絵
は
中
止
と
な
っ
た
。

　
文
章
記
事
の
寄
稿
者
は
学
者
や
作
家
な
ど
多
様
で
あ
る
。
戦
後
の
養
徳
社
に
は

学
者
や
作
家
が
多
く
訪
れ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
生

ま
れ
た
誌
面
構
成
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
今
回
、
目
次
を
掲
載
し
た
『
玄
想
』
の
後

半
・
第
２
巻
第
４
号
（
通
巻
12
号
）
か
ら
第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
）
の
執
筆

者
に
も
、
亀
井
勝
一
郎
、
長
與
善
郎
、
三
好
達
治
、
武
者
小
路
実
篤
、
大
熊
信
行
、

岸
田
國
士
、
三
島
由
紀
夫
、
武
田
泰
淳
、
小
島
信
夫
、
南
博
、
網
野
菊
ら
が
い
る
。

　
現
在
確
認
さ
れ
る
の
は
、
第
１
巻
第
１
号
（
通
巻
１
号
、
一
九
四
七
〔
昭
和

22
〕
年
三
月
）
か
ら
第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
、
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四

月
）
ま
で
で
あ
る
。
終
刊
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
、『
玄
想
』
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
は
、『
占
領
期
の
地
方
総

合
文
芸
雑
誌
事
典
』（
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
二
二
年
六
月
）
の
『
玄
想
』
の
項
目
（
中

嶋
優
隆
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

［
中
嶋
優
隆
・
光
石
亜
由
美
］

〈
凡
例
〉

　
・
引
用
に
際
し
て
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　
・  

目
次
は
雑
誌
の
目
次
頁
を
採
録
し
た
。
本
文
と
相
違
が
あ
る
場
合
は
注
記
し

た
。

　
・  「
二
　
目
次
」
内
の
目
次
の
項
目
で
、 

→
〈
〇
〉
と
示
し
た
も
の
は
、「
三
　

主
要
特
集
の
解
説
」
で
解
説
を
行
っ
た
。
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載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
ず
、
一
で
は
雑
誌
の
概
要
説
明
、
二
で
は
編
集
者
、
発
行
所
な
ど
雑
誌
の
基

本
的
な
情
報
、
目
次
の
細
目
、
三
で
は
特
集
記
事
の
解
説
を
行
っ
た
。
な
お
、
特

集
は
毎
号
企
画
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
集
が
企
画
さ
れ
て
い
る
号
の
み

解
説
を
行
っ
た
。

　
目
次
の
入
力
・
作
成
は
、
中
嶋
が
行
い
、
雑
誌
の
概
要
説
明
、
特
集
記
事
の
解

説
は
中
嶋
と
光
石
が
分
担
し
て
行
っ
た
。
解
説
の
最
後
に
担
当
者
を
明
記
し
て
い

る
。

一
　『
玄
想P

E
N
S
É
E

』
に
つ
い
て

　『
玄
想PEN

SÉE

』（
以
下
、『
玄
想
』）
は
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
か
ら

一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四
月
に
か
け
て
養
徳
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
総
合
文
芸
雑

誌
で
あ
る
。
創
刊
号
か
ら
二
二
号
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
養
徳
社
は
、
一
九
四
四
〔
昭
和
19
〕
年
に
、
出
版
社
の
統
合
整
理
の
波
を
う
け

て
、
天
理
時
報
社
出
版
部
、
甲
鳥
書
林
、
六
甲
書
房
、
朱
雀
書
林
、
古
書
通
信
社

が
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
人
文
科
学
系
の
出
版
社
で
あ
る
。
戦
後
、
東
京
復
興
の

見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
、
多
く
の
学
者
や
作
家
が
養
徳
社
を
訪
れ
た
よ
う
で
、

一
九
四
五
年
か
ら
の
二
年
間
で
書
籍
七
十
点
以
上
を
刊
行
し
た
。
創
設
の
経
緯
に

つ
い
て
は
『
創
設
の
こ
ろ 

養
徳
社
創
立
六
十
年
』（
図
書
出
版
・
養
徳
社
発
行
、

二
〇
〇
六
〔
平
成
18
〕、
非
売
品
。
な
お
、
同
冊
子
は
養
徳
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
可
能
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　『
玄
想
』
の
編
集
委
員
を
務
め
た
の
は
、
安
藤
直
正
、
藤
田
秀
彌
、
三
村
啓
吉
、

吉
岡
武
雄
、
庄
野
誠
一
、
生
駒
藤
雄
、
鈴
木
治
で
あ
る
。
ま
た
、
中
山
正
善
（
天

理
教
真
柱
）
が
参
加
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ま
で
戦
後
の
整
理
統

合
や
解
散
さ
せ
ら
れ
た
出
版
社
か
ら
譲
り
受
け
た
出
版
物
の
刊
行
に
終
始
し
て
い

た
た
め
比
較
的
手
が
空
い
て
い
た
養
徳
社
だ
っ
た
が
、『
玄
想
』
刊
行
以
後
は
編

集
会
議
が
特
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

創
刊
号
の
編
集
後

記
に
は
、「
思
想
こ
そ
人
間
の
偉
大
を
形
成
す
る
」
と
い
う
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
が

引
用
さ
れ
、「
文
化
国
家
と
し
て
の
出
発
を
す
る
」
に
際
し
て
「
ほ
ん
の
卑
近
な

こ
と
か
ら
で
も
よ
い
、
紛
れ
も
な
い
此
の
自
分
の
眼
で
見
、
自
分
の
耳
で
聞
き
、

さ
う
し
て
自
分
の
頭
で
考
へ
た
り
判
断
し
た
り
反
省
し
た
り
す
る
習
慣
こ
そ
、
此

の
日
本
を
救
ふ
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
再
建

の
た
め
に
各
人
が
先
哲
を
知
り
、
自
ら
の
思
想
を
築
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
『
玄

想
』
の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
。
掲
載
記
事
も
こ
の
思
想
と
共
鳴
す
る
も
の
が
多
い
。

　
第
１
巻
第
１
号
か
ら
編
集
者
・
安
藤
直
正
、
発
行
者
・
岡
島
善
次
の
体
制
で
雑

誌
を
刊
行
し
て
き
た
が
、
第
２
巻
第
５
号
（
通
巻
13
号
）
よ
り
、
編
集
者
は
安
藤

直
正
か
ら
藤
田
秀
彌
へ
、
発
行
者
も
岡
島
善
次
か
ら
東
井
三
代
次
に
変
わ
っ
た
。

　
第
2
巻
第
7
号
（
通
巻
15
号
）
か
ら
は
、
雑
誌
の
大
き
さ
が
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
５

判
か
ら
Ａ
５
判
に
変
更
さ
れ
、
ペ
ー
ジ
数
も
六
四
頁
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
印

刷
者
が
岡
島
善
次
か
ら
若
林
吉
郎
兵
衛
に
変
更
に
な
り
、
印
刷
所
も
天
理
時
報
社

か
ら
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
の
京
都
工
場
に
変
更
し
て
い
る
。

　
第
2
巻
第
6
号
（
通
巻
14
号
）
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、「
今
日
程
人
間
学
的

な
立
場
よ
り
す
る
時
流
批
判
の
必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
時
は
な
い
。
本
誌
の
特

色
は
最
近
漸
く
識
者
の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
本
来
の
性
格
を
よ
り
強
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く
敷
衍
し
発
展
す
る
為
に
、
今
後
一
層
の
飛
躍
を
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
の

で
、
私
達
は
決
意
を
新
た
に
し
て
次
号
よ
り
Ａ
５
判
六
四
頁
と
し
、
体
裁
内
容
共

に
新
し
い
企
画
を
盛
り
、
今
日
の
混
濁
し
た
現
実
に
焦
点
を
合
は
せ
て
編
輯
す
る

こ
と
に
し
た
」
と
判
型
と
頁
数
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
告
知
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と

も
な
い
こ
れ
ま
で
巻
頭
に
掲
載
し
て
い
た
コ
ロ
タ
イ
プ
の
口
絵
を
中
止
し
、
編
集

陣
が
刷
新
さ
れ
、
藤
田
秀
彌
、
松
井
浩
生
、
小
牧
昌
実
、
大
畑
甚
一
の
名
前
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
表
紙
も
創
刊
号
は
グ
レ
コ
、
第
１
巻
第
２
号
（
通
巻
２
号
）
は
ゴ
ッ
ホ
、
第
１

巻
第
３
号
（
通
巻
３
号
）
は
マ
チ
ス
と
続
き
、
通
巻
３
号
ま
で
は
各
画
家
の
作
品

複
製
を
表
紙
に
糊
付
け
し
て
い
た
。
通
巻
４
号
～
５
号
（
５
号
は
入
江
泰
吉
撮
影
）

は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
通
巻
６
号
～
14
号
ま
で
は
無
地
カ
ラ
ー
刷
り
で
表
紙
に
目
次

が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。
判
型
が
小
さ
く
な
っ
た
通
巻
15
号
～
17
号
の
表
紙
は
、
土

門
拳
撮
影
の
ロ
ダ
ン
の
少
女
像
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
通
巻
18
号
～
22
号
の
表
紙

は
、
土
門
拳
撮
影
の
ロ
ダ
ン
、
エ
ヴ
ァ
像
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
３
巻
第
２
号
（
通
巻
21
号
）
だ
け
は
、
す
べ
て
福
田
恆
存
と
矢
内
原

伊
作
の
対
談
「
わ
れ
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
？
　
現
代
精
神
の
行
方
」
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
誌
面
構
成
は
、
創
刊
号
か
ら
第
２
巻
第
６
号
（
通
巻
14
号
）
ま
で
が
巻
頭
に
コ

ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
口
絵
を
掲
載
し
、
そ
の
後
に
文
章
を
掲
載
し
て
い
た
が
、
先
述

し
た
よ
う
に
第
２
巻
第
７
号
（
通
巻
15
号
）
か
ら
の
判
型
変
更
に
よ
り
コ
ロ
タ
イ

プ
に
よ
る
口
絵
は
中
止
と
な
っ
た
。

　
文
章
記
事
の
寄
稿
者
は
学
者
や
作
家
な
ど
多
様
で
あ
る
。
戦
後
の
養
徳
社
に
は

学
者
や
作
家
が
多
く
訪
れ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
生

ま
れ
た
誌
面
構
成
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
今
回
、
目
次
を
掲
載
し
た
『
玄
想
』
の
後

半
・
第
２
巻
第
４
号
（
通
巻
12
号
）
か
ら
第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
）
の
執
筆

者
に
も
、
亀
井
勝
一
郎
、
長
與
善
郎
、
三
好
達
治
、
武
者
小
路
実
篤
、
大
熊
信
行
、

岸
田
國
士
、
三
島
由
紀
夫
、
武
田
泰
淳
、
小
島
信
夫
、
南
博
、
網
野
菊
ら
が
い
る
。

　
現
在
確
認
さ
れ
る
の
は
、
第
１
巻
第
１
号
（
通
巻
１
号
、
一
九
四
七
〔
昭
和

22
〕
年
三
月
）
か
ら
第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
、
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四

月
）
ま
で
で
あ
る
。
終
刊
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
、『
玄
想
』
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
は
、『
占
領
期
の
地
方
総

合
文
芸
雑
誌
事
典
』（
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
二
二
年
六
月
）
の
『
玄
想
』
の
項
目
（
中

嶋
優
隆
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

［
中
嶋
優
隆
・
光
石
亜
由
美
］

〈
凡
例
〉

　
・
引
用
に
際
し
て
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　
・  

目
次
は
雑
誌
の
目
次
頁
を
採
録
し
た
。
本
文
と
相
違
が
あ
る
場
合
は
注
記
し

た
。

　
・  「
二
　
目
次
」
内
の
目
次
の
項
目
で
、 

→
〈
〇
〉
と
示
し
た
も
の
は
、「
三
　

主
要
特
集
の
解
説
」
で
解
説
を
行
っ
た
。

23 中嶋・光石：奈良の戦後雑誌（３）『玄想PENSÉE』の目次と主要記事解説（その２）
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二
　
目
次
　

第
２
巻
第
４
号
（
通
巻
12
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
四
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
安
藤
直
正

　
　
発
行
者
　
岡
島
善
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
岡
島
善
次
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　
天
理
時
報
社

　
　
　
　
頁
数
　
48
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円

　
　
　
　
挿
絵
　
久
保
守
・
福
澤
一
朗

目
次

亀
井
勝
一
郎
「
罪
の
意
識
」（
41
）
／
長
與
善
郎
「
生
活
の
断
章
」（
11
）
／
三
好

達
治
「
同
感
異
見
」（
15
）
／
佐
藤
信
衛
「
幸
福
」（
28
）
／
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
　

国
松
孝
二
訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」（
23
）
／
武
者
小
路
実
篤
「
美
し
い
国
」

（
19
）
／
矢
島
祐
利
「
不
滅
あ
る
ひ
は
恆
存
と
い
ふ
こ
と
」（
34
）
／
青
野
季
吉
「
家

の
矛
盾
」（
37
）／
大
熊
信
行
「
肉
食
に
つ
い
て
」（
1
）／
梅
津
次
郎
（
口
絵
）「
物

語
と
し
て
の
絵
画
」

注
記
　
＊
目
次
中
、
武
者
小
路
実
篤
、
矢
島
祐
利
、
青
野
季
吉
の
三
者
の
タ
イ
ト
ル
は
、
横

に
太
線
が
あ
り
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
記
事
と
し
て
、
他
の
目
次
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
＊

亀
井
勝
一
郎
「
罪
の
意
識
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
親
鸞
と
の
邂
逅
―
」
の
副
題
あ
り
。

＊
三
好
達
治
「
同
感
異
見
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
「
宛
名
の
な
い
手
紙
」
に
就
て
―
」

の
副
題
あ
り
。
＊
佐
藤
信
衞
「
幸
福
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
わ
が
用
心
」
の
副
題
あ
り
。

＊
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
　
国
松
孝
二
訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は

「（
２
）」
の
併
記
あ
り
。
＊
青
野
季
吉
「
家
の
矛
盾
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
家
の
矛
盾

に
つ
い
て
」
に
変
更
。

第
２
巻
第
５
号
（
通
巻
13
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
五
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

【写真①】
『玄想』第２巻第４号表紙

【写真②】
『玄想』第２巻第５号表紙
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二
　
目
次
　

第
２
巻
第
４
号
（
通
巻
12
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
四
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
安
藤
直
正

　
　
発
行
者
　
岡
島
善
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
岡
島
善
次
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　
天
理
時
報
社

　
　
　
　
頁
数
　
48
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円

　
　
　
　
挿
絵
　
久
保
守
・
福
澤
一
朗

目
次

亀
井
勝
一
郎
「
罪
の
意
識
」（
41
）
／
長
與
善
郎
「
生
活
の
断
章
」（
11
）
／
三
好

達
治
「
同
感
異
見
」（
15
）
／
佐
藤
信
衛
「
幸
福
」（
28
）
／
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
　

国
松
孝
二
訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」（
23
）
／
武
者
小
路
実
篤
「
美
し
い
国
」

（
19
）
／
矢
島
祐
利
「
不
滅
あ
る
ひ
は
恆
存
と
い
ふ
こ
と
」（
34
）
／
青
野
季
吉
「
家

の
矛
盾
」（
37
）／
大
熊
信
行
「
肉
食
に
つ
い
て
」（
1
）／
梅
津
次
郎
（
口
絵
）「
物

語
と
し
て
の
絵
画
」

注
記
　
＊
目
次
中
、
武
者
小
路
実
篤
、
矢
島
祐
利
、
青
野
季
吉
の
三
者
の
タ
イ
ト
ル
は
、
横

に
太
線
が
あ
り
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
記
事
と
し
て
、
他
の
目
次
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
＊

亀
井
勝
一
郎
「
罪
の
意
識
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
親
鸞
と
の
邂
逅
―
」
の
副
題
あ
り
。

＊
三
好
達
治
「
同
感
異
見
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
「
宛
名
の
な
い
手
紙
」
に
就
て
―
」

の
副
題
あ
り
。
＊
佐
藤
信
衞
「
幸
福
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
わ
が
用
心
」
の
副
題
あ
り
。

＊
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
　
国
松
孝
二
訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は

「（
２
）」
の
併
記
あ
り
。
＊
青
野
季
吉
「
家
の
矛
盾
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
家
の
矛
盾

に
つ
い
て
」
に
変
更
。

第
２
巻
第
５
号
（
通
巻
13
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
五
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

【写真①】
『玄想』第２巻第４号表紙

【写真②】
『玄想』第２巻第５号表紙
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支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
岡
島
善
次
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　
天
理
時
報
社

　
　
　
　
頁
数
　
48
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円

　
　
　
　
飾
画
　
藤
川
栄
子

目
次

大
熊
信
行
「
宇
宙
論
と
人
性
論
」（
１
）
／
中
谷
宇
吉
郎
「
雪
を
消
す
話
」（
37
）

／
福
田
恆
存
「
幸
福
へ
の
意
志
」（
10
）
／
土
井
虎
賀
壽
「
一
匹
の
羊
を
求
め
る

も
の
」（
17
）
／
田
中
美
知
太
郎
「
英
雄
崇
拝
に
つ
い
て
」（
24
）
／
リ
ヒ
テ
ン
ベ

ル
ク
　
国
松
孝
二
訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」（
31
）
／
三
好
達
治
「
沈
黙
（
散

文
詩
）」（
28
）
／
河
北
倫
明
「
生
活
の
な
か
の
姿
態
（
口
絵
）」

注
記
　
＊
目
次
で
は
、
福
田
恆
存
、
土
井
虎
賀
壽
、
田
中
美
知
太
郎
の
三
者
の
タ
イ
ト
ル
は
、

横
に
太
線
が
引
か
れ
る
こ
と
で
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
記
事
と
し
て
、
他
の
目
次
と
区
別
さ
れ

て
い
る
。
＊
大
熊
信
行
「
宇
宙
論
と
人
性
論
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
タ
イ
ト
ル
横
に
「
イ

ワ
ン
・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
世
界
・
現
代
の
開
闢
説
に
つ
い
て
・
戦
争
観
は
宇
宙
論
ま
で
引
き

か
え
す
・
人
性
論
は
科
学
た
り
え
な
い
か
」
の
併
記
あ
り
。
＊
中
谷
宇
吉
郎
「
雪
を
消
す
話
」

は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
科
学
と
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
」
の
併
記
あ
り
。
＊
福
田
恆
存
「
幸

福
へ
の
意
志
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
幸
福
へ
の
意
思
」
に
変
更
。
＊
土
井
虎
賀
壽
「
一

匹
の
羊
を
求
め
る
も
の
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
文
学
の
世
界
の
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の

副
題
あ
り
。
＊
田
中
美
知
太
郎
「
英
雄
崇
拝
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
ひ
と
つ

の
対
話
―
英
雄
崇
拝
に
つ
い
て
―
」
に
変
更
。
＊
三
好
達
治
「
沈
黙
（
散
文
詩
）」
は
、
掲

載
ペ
ー
ジ
で
は
「
散
文
詩
　
三
篇
」
と
変
更
さ
れ
、
そ
の
三
篇
が
「
沈
黙
」「
出
発
」「
係
蹄
」

と
題
さ
れ
て
い
る
。
＊
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
　
国
松
孝
二
訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「（
３
）」
の
併
記
あ
り
。

第
２
巻
第
６
号
（
通
巻
14
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
六
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
岡
島
善
次
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　
天
理
時
報
社

　
　
　
　
頁
数
　
48
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円
　

　
　
　
　
飾
画
　
佐
藤
敬
・
桑
田
道
夫
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目
次

大
熊
信
行
「
政
治
意
志
と
人
間
探
究
の
精
神
」（
１
）
／
内
田
巖
「
絵
画
に
お
け

る
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
」（
11
）
／
泉
井
久
之
助
「
表
現
と
思
惟
―
散
文
の

型
態
―
」（
37
）
／
長
澤
信
壽
「「
神
は
何
故
に
人
間
と
な
り
た
ま
ひ
し
か
」
―
聖

ア
ン
セ
ル
ム
ス
に
つ
い
て
―
」（
42
）
／
坂
田
徳
男
「
セ
ン
ス
に
つ
い
て
」（
28
）

／
大
澤
章
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
あ
る
詩
章
」（
21
）
／K

haos

　
一
人
称
単
数
の

思
考
（
18
）
／
岸
田
國
士
「「
宛
名
の
な
い
手
紙
」
の
批
判
に
答
へ
る
」（
47
）
／

Ｓ
・
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
　
中
西
信
太
郎
訳
「
屋
根
裏
住
ひ
の
利
益
」（
25
）／
井
島
勉
「
笑

ひ
と
悲
し
み
（
口
絵
）」

注
記
　
＊
目
次
で
は
、
泉
井
久
之
助
、
長
澤
信
壽
、
坂
田
徳
男
の
三
者
の
タ
イ
ト
ル
が
、
横

に
太
線
が
引
か
れ
る
こ
と
で
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
記
事
と
し
て
、
他
の
目
次
と
区
別
さ
れ
て

い
る
。
＊
大
熊
信
行
「
政
治
意
志
と
人
間
探
究
の
精
神
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
政

治
学
に
お
け
る
暴
力
の
意
味
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
大
澤
章
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
あ
る
詩
章
」

は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
或
る
詩
章
」
に
変
更
。
＊
泉
井
久
之
助
「
表

現
と
思
惟
―
散
文
の
型
態
―
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
、「
表
現
と
思
惟
―
散
文
の
形
態
―
」

に
変
更
。
＊
「K

haos

　
一
人
称
単
数
の
思
考
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の
署

名
あ
り
。
＊
井
島
勉
「
笑
ひ
と
悲
し
み
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
ド
ー
ミ
エ
の
諷
刺

に
つ
い
て
―
」
の
副
題
あ
り
。

第
２
巻
第
７
号
（
通
巻
15
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
七
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞
　

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円

目
次

平
田
次
三
郎
「
背
徳
者
の
転
進
―
ジ
イ
ド
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
つ
て
―
」

（
２
）
／
深
瀬
基
寬
「
傍
観
的
行
動
主
義
」（
24
）
／ 

特
集
　
職
業
と
自
己
形
成

→
〈
１
〉　
赤
岩
栄
「
社
会
と
の
矛
盾
の
な
か
に
」（
11
）・
日
高
六
郎
「
知
的
職

業
の
う
し
ろ
め
た
さ
」（
14
）／
片
山
修
三
「
乖
離
の
意
識
」（
16
）／
椎
名
麟
三
「
解
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体
す
る
自
己
」（
19
）
／
真
下
信
一
「「
先
生
」
の
場
合
」（
21
）
／
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

　
津
田
穰
訳
「
教
育
に
つ
い
て
　
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公
妃
へ
の
す
ゝ
め
」（
35
）
／

高
田
博
厚
「
失
は
れ
た
巴
里
」（
50
）
／
単
純
な
る
殺
人
（
56
）
／
林
屋
永
吉
「
最

初
の
ド
ン
・
フ
ア
ン
」（
42
）
／
市
原
豊
太
「
或
る
朝
」（
57
）

注
記
　
＊
深
瀬
基
寬
「
傍
観
的
行
動
主
義
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
ジ
イ
ド
の
ト
リ

ヴ
イ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
津
田
穰
訳
「
教
育
に
つ

い
て
　
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公
妃
へ
の
す
ゝ
め
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公

妃
へ
の
す
ゝ
め
―
娘
の
教
育
に
つ
い
て
―
」
に
変
更
。
高
田
博
厚
「
失
は
れ
た
巴
里
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
桑
原
武
夫
へ
」
の
副
題
あ
り
。
＊
「
単
純
な
る
殺
人
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
と
署
名
あ
り
。

第
２
巻
第
８
号
（
通
巻
16
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
八
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円
　
　

　
　
　
　
表
紙
　
ロ
ダ
ン
　
土
門
拳
　
撮
影

　
　
　
　
カ
ツ
ト
　
桑
田
道
夫

目
次

 

特
集
　
二
つ
の
極
→
〈
２
〉　
高
桑
純
夫
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
主
情
と
社

会
関
心
―
」（
2
）・
高
橋
義
孝
「
現
代
に
お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
と
芸
術
の

次
元
―
」（
8
）・
中
橋
一
夫
「
極
限
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
―
生
命
欲
と
道
徳
―
」（
14
）

／
清
水
幾
太
郎
「
古
本
屋
の
政
治
性
（
緑
地
帯
）」（
23
）
／
宮
城
音
彌
「
三
つ
の

精
神
症
状
」（
24
）
／
本
野
亨
一
「「
不
安
」
の
血
族
と
同
伴
者
」（
32
）
／
「
我

等
の
生
涯
の
最
良
の
年
」（
39
）
／
安
騎
東
野
「
回
想
の
熱
帯
」（
40
）
／
詩
　
三

好
達
治
「
秋
風
裡
」（
53
）
／
手
塚
富
雄
「
も
ち
ど
り
」（
54
）

注
記
　
＊
高
桑
純
夫
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
主
情
と
社
会
関
心
―
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
実
存
意
識
と
社
会
認
識
」
に
変
更
。
＊
高
橋
義
孝
「
現

代
に
お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
と
芸
術
の
次
元
―
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
現
代
に

お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
の
世
界
と
芸
術
の
次
元
」
に
変
更
。
＊
宮
城
乙
彌
「
三
つ
の
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体
す
る
自
己
」（
19
）
／
真
下
信
一
「「
先
生
」
の
場
合
」（
21
）
／
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

　
津
田
穰
訳
「
教
育
に
つ
い
て
　
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公
妃
へ
の
す
ゝ
め
」（
35
）
／

高
田
博
厚
「
失
は
れ
た
巴
里
」（
50
）
／
単
純
な
る
殺
人
（
56
）
／
林
屋
永
吉
「
最

初
の
ド
ン
・
フ
ア
ン
」（
42
）
／
市
原
豊
太
「
或
る
朝
」（
57
）

注
記
　
＊
深
瀬
基
寬
「
傍
観
的
行
動
主
義
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
ジ
イ
ド
の
ト
リ

ヴ
イ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
津
田
穰
訳
「
教
育
に
つ

い
て
　
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公
妃
へ
の
す
ゝ
め
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公

妃
へ
の
す
ゝ
め
―
娘
の
教
育
に
つ
い
て
―
」
に
変
更
。
高
田
博
厚
「
失
は
れ
た
巴
里
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
桑
原
武
夫
へ
」
の
副
題
あ
り
。
＊
「
単
純
な
る
殺
人
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
と
署
名
あ
り
。

第
２
巻
第
８
号
（
通
巻
16
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
八
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
30
円
　
　

　
　
　
　
表
紙
　
ロ
ダ
ン
　
土
門
拳
　
撮
影

　
　
　
　
カ
ツ
ト
　
桑
田
道
夫

目
次

 

特
集
　
二
つ
の
極
→
〈
２
〉　
高
桑
純
夫
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
主
情
と
社

会
関
心
―
」（
2
）・
高
橋
義
孝
「
現
代
に
お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
と
芸
術
の

次
元
―
」（
8
）・
中
橋
一
夫
「
極
限
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
―
生
命
欲
と
道
徳
―
」（
14
）

／
清
水
幾
太
郎
「
古
本
屋
の
政
治
性
（
緑
地
帯
）」（
23
）
／
宮
城
音
彌
「
三
つ
の

精
神
症
状
」（
24
）
／
本
野
亨
一
「「
不
安
」
の
血
族
と
同
伴
者
」（
32
）
／
「
我

等
の
生
涯
の
最
良
の
年
」（
39
）
／
安
騎
東
野
「
回
想
の
熱
帯
」（
40
）
／
詩
　
三

好
達
治
「
秋
風
裡
」（
53
）
／
手
塚
富
雄
「
も
ち
ど
り
」（
54
）

注
記
　
＊
高
桑
純
夫
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
主
情
と
社
会
関
心
―
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
実
存
意
識
と
社
会
認
識
」
に
変
更
。
＊
高
橋
義
孝
「
現

代
に
お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
と
芸
術
の
次
元
―
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
現
代
に

お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
の
世
界
と
芸
術
の
次
元
」
に
変
更
。
＊
宮
城
乙
彌
「
三
つ
の
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精
神
症
状
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
・
ペ
シ
ミ
ズ
ム
・
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

の
解
剖
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
本
野
亨
一
「「
不
安
」
の
血
族
と
同
伴
者
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
「『
不
安
』
の
血
族
と
同
伴
者
―
椎
名
麟
三
と
カ
フ
カ
の
距
離
―
」
に
変
更
。
＊
「
我

等
の
生
涯
の
最
良
の
年
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
、
吉
村
正
一
郎
と
署
名
あ
り
。

第
２
巻
第
９
号
（
通
巻
17
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
九
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
35
円
　
　

　
　
　
　
表
紙
　
ロ
ダ
ン
　
土
門
拳
　
撮
影

　
　
　
　
カ
ツ
ト
　
桑
田
道
夫

目
次

清
水
幾
太
郎
「
匿
名
の
思
想
」（
2
）／
小
島
輝
正
「
神
の
存
在
と
価
値
に
つ
い
て
」

（
4
）
／ 

特
集
　
新
し
い
人
間
・
新
し
い
倫
理
→
〈
３
〉　
南
本
富
夫
「
ヤ
ミ
屋

の
倫
理
」（
10
）・
津
村
秀
夫
「
日
本
映
画
の
戦
後
的
人
間
」（
13
）・
大
友
福
夫
「
労

働
者
の
誇
り
」（
17
）・
三
島
由
紀
夫
「
反
時
代
的
な
芸
術
家
」（
19
）・
江
原
通
子

「
戦
争
未
亡
人
の
ゆ
く
て
」（
21
）・
大
谷
省
三
「
農
村
の
若
き
友
へ
」（
24
）
／
大

熊
信
行
「
国
家
に
お
け
る
人
間
実
験
」（
28
）
／
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
津
田
穰
「
娘
を

い
か
に
教
育
す
る
か
」（
39
）／
き
だ
・
み
の
る
「
東
京
の
「
動フ
ア
ウ
ナ

物
圏
」」（
47
）／「
如

是
我
聞
」（
46
）
／
文
芸
二
十
の
扉
（
56
）
／
武
田
泰
淳
「
闇
に
た
つ
人
（
街
の

人
間
玄
想
Ⅰ
）」（
57
）

注
記
　
＊
小
島
輝
正
「
神
の
存
在
と
価
値
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
神
と

自
由
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
南
本
富
夫
「
ヤ
ミ
屋
の
倫
理
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
闇

屋
の
倫
理
―
道
徳
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
に
変
更
。
＊
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
津
田
穰
「
娘
を
い
か
に

教
育
す
る
か
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
エ
公
妃
へ
の
す
ゝ
め
―
」
の
副
題

あ
り
。
＊
き
だ
・
み
の
る
「
東
京
の
「
動
物
圏
」」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
動
物
圏
」
の

カ
ギ
括
弧
が
取
ら
れ
て
い
る
。
＊
「
如
是
我
聞
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の

署
名
あ
り
。

【写真⑥】
『玄想』第２巻第９号表紙
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第
２
巻
第
10
号
（
通
巻
18
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
一
〇
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
35
円

　
　
　
　
表
紙
　
ロ
ダ
ン
・
エ
ヴ
ア
（
土
門
拳
撮
影
）

目
次

小
島
輝
正
「
自
由
の
ト
ラ
ン
ク
の
重
さ
」（
３
）
／
関
根
弘
「『
小メ
ル
キ
ー
・
チ
ェ
ロ
ベ
ッ
ク

さ
い
ひ
と
』
の

系
列
」（
24
）
／ 

特
集
→
〈
４
〉　
山
本
和
「
世
界
秩
序
を
回
復
す
る
力
」（
11
）・

小
林
珍
雄
「
ス
コ
ラ
的
正
戦
論
の
修
正
」（
13
）・
佐
藤
信
衞
「
日
本
の
平
和
主
義
」

（
15
）・
宮
澤
俊
義
「
平
和
へ
の
可
能
性
」（
18
）・
佐
々
木
基
一
「
戦
争
の
幽
霊
」

（
20
）
／
清
水
幾
太
郎
「
誰
か
罪
な
き
（
緑
地
帯
）」（
22
）
／
「
勲
章
と
死
刑
（
カ

オ
ス
）」（
33
）
／
南
博
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」（
34
）
／
南
本
富
夫

「
特
別
読
物
　
官
僚
の
王
国
「
大
蔵
省
」
の
生
態
」（
43
）
／
「
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
余

つ
て
る
！
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
）」（
40
）
／
「
貝
殻
追
放
」
山
口
誓
子
・
新
島
繁
・

柴
野
方
彦
（
56
）
／
武
田
泰
淳
「
も
の
喰
ふ
女
」（
58
）

注
記
　
小
島
輝
正
「
自
由
の
ト
ラ
ン
ク
の
重
さ
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「『
自
由
の
ト
ラ

ン
ク
』
の
重
さ
に
つ
い
て
―
神
と
自
由
（
承
前
）
―
」
に
変
更
。
＊
宮
沢
俊
義
「
平
和
へ

の
可
能
性
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
平
和
の
可
能
性
」
に
変
更
。
＊
「
勲
章
と
死
刑
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の
署
名
あ
り
。
＊
南
博
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」

は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
ア
メ
リ
カ
の
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』」
に
変
更
。
＊
「
ペ
ニ
シ
リ

ン
が
余
つ
て
る
！
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
社
会
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
　
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
余

つ
て
い
る
」
に
変
更
。
＊
「
貝
殻
追
放
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
山
口

誓
子
「
新
し
い
歌
を
」・
新
島
繁
「
た
の
も
し
い
一
市
民
た
る
こ
と
」・
柴
野
方
彦
「
マ
ン

ガ
を
教
室
へ
」
の
タ
イ
ト
ル
の
記
載
あ
り
。
＊
武
田
泰
淳
「
も
の
喰
ふ
女
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
「
街
の
人
間
玄
想
Ⅱ
」
の
副
題
あ
り
。

【写真⑦】
『玄想』第２巻第10号表紙

29 中嶋・光石：奈良の戦後雑誌（３）『玄想PENSÉE』の目次と主要記事解説（その２）
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第
２
巻
第
10
号
（
通
巻
18
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
一
〇
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
35
円

　
　
　
　
表
紙
　
ロ
ダ
ン
・
エ
ヴ
ア
（
土
門
拳
撮
影
）

目
次

小
島
輝
正
「
自
由
の
ト
ラ
ン
ク
の
重
さ
」（
３
）
／
関
根
弘
「『
小メ
ル
キ
ー
・
チ
ェ
ロ
ベ
ッ
ク

さ
い
ひ
と
』
の

系
列
」（
24
）
／ 

特
集
→
〈
４
〉　
山
本
和
「
世
界
秩
序
を
回
復
す
る
力
」（
11
）・

小
林
珍
雄
「
ス
コ
ラ
的
正
戦
論
の
修
正
」（
13
）・
佐
藤
信
衞
「
日
本
の
平
和
主
義
」

（
15
）・
宮
澤
俊
義
「
平
和
へ
の
可
能
性
」（
18
）・
佐
々
木
基
一
「
戦
争
の
幽
霊
」

（
20
）
／
清
水
幾
太
郎
「
誰
か
罪
な
き
（
緑
地
帯
）」（
22
）
／
「
勲
章
と
死
刑
（
カ

オ
ス
）」（
33
）
／
南
博
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」（
34
）
／
南
本
富
夫

「
特
別
読
物
　
官
僚
の
王
国
「
大
蔵
省
」
の
生
態
」（
43
）
／
「
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
余

つ
て
る
！
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
）」（
40
）
／
「
貝
殻
追
放
」
山
口
誓
子
・
新
島
繁
・

柴
野
方
彦
（
56
）
／
武
田
泰
淳
「
も
の
喰
ふ
女
」（
58
）

注
記
　
小
島
輝
正
「
自
由
の
ト
ラ
ン
ク
の
重
さ
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「『
自
由
の
ト
ラ

ン
ク
』
の
重
さ
に
つ
い
て
―
神
と
自
由
（
承
前
）
―
」
に
変
更
。
＊
宮
沢
俊
義
「
平
和
へ

の
可
能
性
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
平
和
の
可
能
性
」
に
変
更
。
＊
「
勲
章
と
死
刑
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の
署
名
あ
り
。
＊
南
博
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」

は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
ア
メ
リ
カ
の
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』」
に
変
更
。
＊
「
ペ
ニ
シ
リ

ン
が
余
つ
て
る
！
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
社
会
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
　
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
余

つ
て
い
る
」
に
変
更
。
＊
「
貝
殻
追
放
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
山
口

誓
子
「
新
し
い
歌
を
」・
新
島
繁
「
た
の
も
し
い
一
市
民
た
る
こ
と
」・
柴
野
方
彦
「
マ
ン

ガ
を
教
室
へ
」
の
タ
イ
ト
ル
の
記
載
あ
り
。
＊
武
田
泰
淳
「
も
の
喰
ふ
女
」
は
、
掲
載
ペ
ー

ジ
で
は
「
街
の
人
間
玄
想
Ⅱ
」
の
副
題
あ
り
。

【写真⑦】
『玄想』第２巻第10号表紙

29 中嶋・光石：奈良の戦後雑誌（３）『玄想PENSÉE』の目次と主要記事解説（その２）
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第
２
巻
第
11
・
12
号
（
通
巻
19
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
一
二
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
35
円

目
次

福
田
裕
「
近
代
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
系
譜
」（
３
）／
深
瀬
基
寬
「
共
通
感
覚
に
つ
い
て
」

（
13
）
／
座
談
会
「
風
俗
そ
の
他
」
岸
田
國
士
・
吉
村
正
一
郎
・
三
好
達
治
（
21
）

／
杉
山
喬
「
本
庄
事
件
は
解
決
し
た
か
」（
28
）
／
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
津
田
穰
「
娘

を
如
何
に
教
育
す
る
か
」（
33
）
／
奥
野
信
太
郎
「
バ
ラ
ツ
ク
と
日
本
人
」（
40
）

／
「
肩
書
の
魅
力
（
カ
オ
ス
）」（
47
）
／
創
作
　
今
井
俊
三
「
凡
て
は
宙
に
浮
い

て
」（
48
）

注
記
　
＊
深
瀬
基
寬
「
共
通
感
覚
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
対
話
―
」
の

副
題
あ
り
。
＊
杉
山
喬
「
本
庄
事
件
は
解
決
し
た
か
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「〝
本
庄
事

件
〟
は
解
決
し
た
か
？
」
に
変
更
。
＊
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
津
田
穰
「
娘
を
如
何
に
教
育
す
る
か
」

は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
ボ
ー
ヴ
イ
リ
エ
公
妃
へ
の
す
ゝ
め
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
「
肩

書
の
魅
力
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の
署
名
あ
り
。

第
３
巻
第
１
号
（
通
巻
20
号
）
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
一
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

【写真⑨】
『玄想』第３巻第１号表紙

【写真⑧】
『玄想』第２巻第11・12号表紙
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部
町

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
40
円
　

　
　
　
　
表
紙
グ
ラ
ビ
ヤ
　
エ
ヴ
ア
　
土
門
拳
撮
影

　
　
　
　
カ
ツ
ト
　
桑
田
道
夫

目
次

平
田
平
三
郎
「
戦
後
精
神
の
診
断
」（
3
）
／
青
野
季
吉
「
佐
渡
日
記
」（
22
）
／

南
博
編
「
女
子
刑
務
所
を
訪
ね
て
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
―
」（
30
）
／
戸
田
武
雄

「
目
的
と
手
段
」（
12
）
／
「
恐
懼
感
激
」（
カ
オ
ス
）（
37
）
／
創
作
　
小
島
信
夫

「
佐
野
先
生
感
傷
日
記
」（
九
十
枚
）（
38
）

注
記
　
＊
南
博
編
「
女
子
刑
務
所
を
訪
ね
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
女
子
刑
務
所
を

尋
ね
て
」
に
変
更
。
＊
「
恐
懼
感
激
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の
署
名
あ
り
。

第
３
巻
第
２
号
（
通
巻
21
号
）
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
二
月
一
日
発
行

　
　
※
本
号
は
奈
良
大
学
図
書
館
に
所
蔵
が
な
い
た
め
、
表
紙
の
写
真
の
掲
載
は
な
し
。

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
66
頁

　
　
　
　
定
価
　
45
円

目
次

わ
れ
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
？
　
現
代
精
神
の
行
方
／
対
談
　
福
田
恆
存
　
矢

内
原
伊
作
／
第
一
部
　
思
想
論
　「
不
毛
の
自
覚
と
世
界
性
」（
４
）・「
メ
タ
フ
ィ

ジ
ツ
ク
へ
の
懐
疑
」（
９
）・「
実
存
主
義
を
繞
つ
て
」（
13
）・「
機
械
的
唯
物
論
」

（
18
）・「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
見
落
し
た
も
の
」（
22
）・「
革
命
と
個
人
の
自
覚
」（
24
）・

「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
イ
ア
の
論
理
癖
」（
28
）
／
第
二
部
　
文
学
論
　「
九
十
九
匹

と
一
匹
の
迷
え
る
羊
」（
31
）・「
美
と
芸
術
観
賞
の
限
界
」（
38
）・「
批
評
精
神
の

発
生
に
つ
い
て
」（
39
）・「
小
説
と
批
評
」（
42
）・「
ア
ヴ
ア
ン
・
ギ
ヤ
ル
ド
の
問

題
」（
47
）
／
第
三
部
　
人
生
論
　「
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
」（
49
）・「
神
の

国
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
55
）・「
愛
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
に
つ
い
て
」（
57
）・「
幸
福
へ

の
道
」（
59
）・「
恋
愛
と
結
婚
」（
61
）・
結
語
（
65
）

注
記
　
＊
「
わ
れ
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
？
　
現
代
精
神
の
行
方
」
三
部
は
、
す
べ
て
福

田
恆
存
と
矢
内
原
伊
作
の
対
談
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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部
町

　
　
　
　
頁
数
　
64
頁

　
　
　
　
定
価
　
40
円
　

　
　
　
　
表
紙
グ
ラ
ビ
ヤ
　
エ
ヴ
ア
　
土
門
拳
撮
影

　
　
　
　
カ
ツ
ト
　
桑
田
道
夫

目
次

平
田
平
三
郎
「
戦
後
精
神
の
診
断
」（
3
）
／
青
野
季
吉
「
佐
渡
日
記
」（
22
）
／

南
博
編
「
女
子
刑
務
所
を
訪
ね
て
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
―
」（
30
）
／
戸
田
武
雄

「
目
的
と
手
段
」（
12
）
／
「
恐
懼
感
激
」（
カ
オ
ス
）（
37
）
／
創
作
　
小
島
信
夫

「
佐
野
先
生
感
傷
日
記
」（
九
十
枚
）（
38
）

注
記
　
＊
南
博
編
「
女
子
刑
務
所
を
訪
ね
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
女
子
刑
務
所
を

尋
ね
て
」
に
変
更
。
＊
「
恐
懼
感
激
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
吉
村
正
一
郎
の
署
名
あ
り
。

第
３
巻
第
２
号
（
通
巻
21
号
）
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
二
月
一
日
発
行

　
　
※
本
号
は
奈
良
大
学
図
書
館
に
所
蔵
が
な
い
た
め
、
表
紙
の
写
真
の
掲
載
は
な
し
。

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
66
頁

　
　
　
　
定
価
　
45
円

目
次

わ
れ
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
？
　
現
代
精
神
の
行
方
／
対
談
　
福
田
恆
存
　
矢

内
原
伊
作
／
第
一
部
　
思
想
論
　「
不
毛
の
自
覚
と
世
界
性
」（
４
）・「
メ
タ
フ
ィ

ジ
ツ
ク
へ
の
懐
疑
」（
９
）・「
実
存
主
義
を
繞
つ
て
」（
13
）・「
機
械
的
唯
物
論
」

（
18
）・「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
見
落
し
た
も
の
」（
22
）・「
革
命
と
個
人
の
自
覚
」（
24
）・

「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
イ
ア
の
論
理
癖
」（
28
）
／
第
二
部
　
文
学
論
　「
九
十
九
匹

と
一
匹
の
迷
え
る
羊
」（
31
）・「
美
と
芸
術
観
賞
の
限
界
」（
38
）・「
批
評
精
神
の

発
生
に
つ
い
て
」（
39
）・「
小
説
と
批
評
」（
42
）・「
ア
ヴ
ア
ン
・
ギ
ヤ
ル
ド
の
問

題
」（
47
）
／
第
三
部
　
人
生
論
　「
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
」（
49
）・「
神
の

国
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
55
）・「
愛
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
に
つ
い
て
」（
57
）・「
幸
福
へ

の
道
」（
59
）・「
恋
愛
と
結
婚
」（
61
）・
結
語
（
65
）

注
記
　
＊
「
わ
れ
わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
？
　
現
代
精
神
の
行
方
」
三
部
は
、
す
べ
て
福

田
恆
存
と
矢
内
原
伊
作
の
対
談
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
）
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
70
頁

　
　
　
　
定
価
　
50
円

目
次

望
月
衛
「
映
画
と
大
衆
精
神
」（
３
）
／
本
野
亨
一
「
文
学
者
の
祈
念
と
愛
情
―

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
と
梅
崎
春
生
―
」（
12
）
／
安
騎
東
野
「
熱
帯
の
生
活
」（
41
）

／
高
橋
義
孝
「
私
は
こ
う
い
う
人
を
知
つ
て
い
る
　
Ａ
叔
父
の
こ
と
」（
34
）
／

南
博
「〝
鐘
の
鳴
る
丘
〟
と
子
供
た
ち
」（
21
）
／
創
作
　
真
鍋
呉
夫
「
美
し
か
っ

た
日
」（
52
）
／
創
作
　
網
野
菊
「
雨
降
り
」（
64
）

注
記
　
＊
真
鍋
呉
夫
「
美
し
か
っ
た
日
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
美
し
か
つ
た
日
に
」
に

変
更
。

三
　
特
集
記
事
の
解
説

〈
１
〉
特
集
「
職
業
と
自
己
形
成
」（
第
２
巻
第
７
号
）

　
特
集
「
職
業
と
自
己
形
成
」
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
７
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和

23
〕
年
七
月
）
で
企
画
さ
れ
、
赤
岩
栄
「
社
会
と
の
矛
盾
の
な
か
に
」、
日
高
六

郎
「
知
的
職
業
の
う
し
ろ
め
た
さ
」、
片
山
修
三
「
乖
離
の
意
識
」、
椎
名
麟
三
「
解

体
す
る
自
己
」、
真
下
信
一
「「
先
生
」
の
場
合
」
の
五
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下

に
各
論
の
概
要
を
示
す
。

　
赤
岩
栄
（
一
九
〇
三
〔
明
治
36
〕
～
一
九
六
六
〔
昭
和
41
〕）
は
、
キ
リ
ス
ト

教
思
想
家
、
牧
師
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
は
椎
名
麟
三
と
月
刊
誌
『
指
』
を
刊
行

し
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。
赤

岩
は
戦
後
社
会
を
生
き
る
現
代
人
の
「
良
心
」
と
「
自
己
」
の
か
か
わ
り
を
論
じ

る
。
戦
後
の
今
日
で
は
、
人
々
は
道
徳
的
な
使
命
よ
り
も
「
利
潤
」
追
求
を
優
先

せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
そ
の
「
利
潤
」
追
求
は
「
闇
会
社
」
へ
の
参
加
に
つ
な
が

り
、「
良
心
」
に
反
す
る
営
為
と
な
っ
て
し
ま
う
。
現
代
人
は
そ
う
し
た
矛
盾
に

堪
え
な
が
ら
、
苦
痛
に
耐
え
る
も
の
は
救
わ
れ
る
と
い
う
「
あ
の
約
束
」
を
信
じ

続
け
、「
真
の
自
己
形
成
」
を
試
み
る
ほ
か
な
い
と
説
い
て
い
る
。

　
日
高
六
郎
（
一
九
一
七
〔
大
正
６
〕
～
二
〇
一
八
〔
平
成
30
〕）
は
、
社
会
学
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第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
）
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四
月
一
日
発
行

　
　
編
集
者
　
藤
田
秀
彌
　

　
　
発
行
者
　
東
井
三
代
次

　
　
発
行
所
　
養
徳
社
　
奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
社
　
京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　
印
刷
者
　
若
林
吉
郎
兵
衞

　
　
印
刷
所
　 

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
　
京
都
工
場
　
京
都
市
右
京
区
太
秦
上
刑

部
町
10

　
　
　
　
頁
数
　
70
頁

　
　
　
　
定
価
　
50
円

目
次

望
月
衛
「
映
画
と
大
衆
精
神
」（
３
）
／
本
野
亨
一
「
文
学
者
の
祈
念
と
愛
情
―

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
と
梅
崎
春
生
―
」（
12
）
／
安
騎
東
野
「
熱
帯
の
生
活
」（
41
）

／
高
橋
義
孝
「
私
は
こ
う
い
う
人
を
知
つ
て
い
る
　
Ａ
叔
父
の
こ
と
」（
34
）
／

南
博
「〝
鐘
の
鳴
る
丘
〟
と
子
供
た
ち
」（
21
）
／
創
作
　
真
鍋
呉
夫
「
美
し
か
っ

た
日
」（
52
）
／
創
作
　
網
野
菊
「
雨
降
り
」（
64
）

注
記
　
＊
真
鍋
呉
夫
「
美
し
か
っ
た
日
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
美
し
か
つ
た
日
に
」
に

変
更
。

三
　
特
集
記
事
の
解
説

〈
１
〉
特
集
「
職
業
と
自
己
形
成
」（
第
２
巻
第
７
号
）

　
特
集
「
職
業
と
自
己
形
成
」
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
７
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和

23
〕
年
七
月
）
で
企
画
さ
れ
、
赤
岩
栄
「
社
会
と
の
矛
盾
の
な
か
に
」、
日
高
六

郎
「
知
的
職
業
の
う
し
ろ
め
た
さ
」、
片
山
修
三
「
乖
離
の
意
識
」、
椎
名
麟
三
「
解

体
す
る
自
己
」、
真
下
信
一
「「
先
生
」
の
場
合
」
の
五
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下

に
各
論
の
概
要
を
示
す
。

　
赤
岩
栄
（
一
九
〇
三
〔
明
治
36
〕
～
一
九
六
六
〔
昭
和
41
〕）
は
、
キ
リ
ス
ト

教
思
想
家
、
牧
師
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
は
椎
名
麟
三
と
月
刊
誌
『
指
』
を
刊
行

し
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。
赤

岩
は
戦
後
社
会
を
生
き
る
現
代
人
の
「
良
心
」
と
「
自
己
」
の
か
か
わ
り
を
論
じ

る
。
戦
後
の
今
日
で
は
、
人
々
は
道
徳
的
な
使
命
よ
り
も
「
利
潤
」
追
求
を
優
先

せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
そ
の
「
利
潤
」
追
求
は
「
闇
会
社
」
へ
の
参
加
に
つ
な
が

り
、「
良
心
」
に
反
す
る
営
為
と
な
っ
て
し
ま
う
。
現
代
人
は
そ
う
し
た
矛
盾
に

堪
え
な
が
ら
、
苦
痛
に
耐
え
る
も
の
は
救
わ
れ
る
と
い
う
「
あ
の
約
束
」
を
信
じ

続
け
、「
真
の
自
己
形
成
」
を
試
み
る
ほ
か
な
い
と
説
い
て
い
る
。

　
日
高
六
郎
（
一
九
一
七
〔
大
正
６
〕
～
二
〇
一
八
〔
平
成
30
〕）
は
、
社
会
学

【写真⑩】
『玄想』第３巻第３号表紙
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者
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
は
『
近
代
文
学
』
に
参
加
し
て
評
論
活
動
を
開
始
し
、

市
民
運
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
『
自
由
か
ら
の
逃

走
』（
創
元
社
、
一
九
五
一
〔
昭
和
45
〕）
な
ど
の
翻
訳
も
手
掛
け
た
。
論
文
の
分

量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
九
枚
で
あ
る
。
日
高
六
郎
は
現
代
社
会

の
特
質
で
あ
る
「
人ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

道
主
義
の
精
神
」
と
、「
知
的
職
業
」
―
芸
術
家
や
知
識
人

―
の
う
し
ろ
め
た
さ
の
関
係
を
論
じ
る
。
現
代
で
は
知
的
職
業
も
「
社
会
に
役
立

つ
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
本
質
的
に
「
個
人
的
な
も
の
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
知
識
人
の
「
う
し
ろ
め
た
さ
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
人
道
主
義
の
精
神
」

は
治
癒
し
よ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
生
活
を
よ
り
高
い
次
元
に
導
く

芸
術
の
機
能
と
背
理
す
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
知
的
職
業
人
た
ち
の
「
う
し
ろ
め

た
さ
」
は
、
芸
術
や
科
学
の
「
人
間
に
と
っ
て
の
位
置
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
糸
口
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
示
唆
す
る
。

　
片
山
修
三
（
一
九
一
五
〔
大
正
４
〕
～
一
九
八
二
〔
昭
和
52
〕）
は
、
横
光
利

一
に
師
事
し
、
小
説
家
と
し
て
活
動
を
開
始
。
戦
後
は
思
索
社
の
社
主
と
し
て
雑

誌
『
思
索
』
を
編
集
発
行
し
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し

て
約
九
枚
で
あ
る
。
片
山
は
資
本
主
義
下
の
「
職
業
」
と
「
自
己
」
の
乖
離
を
問

題
に
す
る
。
現
代
人
は
資
本
主
義
機
構
の
な
か
の
個
人
の
位
置
を
「
職
業
」
と
呼

ぶ
が
、
そ
の
位
置
づ
け
と
自
分
の
能
力
・
才
能
と
の
間
に
「
乖
離
」
を
感
じ
て
し

ま
う
。
こ
の
感
覚
を
「
自
己
」
の
荒
廃
に
向
か
わ
せ
ず
、
む
し
ろ
「
非
常
に
健
全

な
る
人
間
的
意
識
」
だ
と
捉
え
返
し
、
環
境
を
改
変
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
が
「
自

己
」
形
成
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
す
の
だ
と
す
る
。

　
椎
名
麟
三
（
一
九
一
一
〔
明
治
44
〕
～
一
九
七
三
〔
昭
和
48
〕）
は
、
戦
後
に

実
存
主
義
的
な
作
風
の
戦
後
派
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
五
〇
〔
昭
和
25
〕

年
に
は
赤
岩
栄
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
六
枚
で
あ
る
。
椎
名
は
「
職
業
」
に
よ
る
「
自

己
」
形
成
の
不
可
能
性
を
説
く
。
現
代
人
は
、
死
ぬ
ほ
ど
過
酷
で
あ
り
な
が
ら
実

際
に
は
死
ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
労
働
に
駆
ら
れ
、「
無
意
味
」
な
生
活
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
し
か
も
、
い
か
に
し
て
も
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
人
間
に
と
っ
て
、「
職

業
」
は
「
食
ふ
た
め
の
手
段
」
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た
「
自

己
」
は
職
に
就
け
ば
解
体
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
最
重
要
課
題
は
こ
の
労
働

の
「
無
意
味
さ
」
か
ら
如
何
に
し
て
「
意
味
」
を
回
復
す
る
か
に
あ
る
と
す
る
。

　
真
下
信
一
〔
一
九
〇
六
〔
明
治
39
〕
～
一
九
八
五
〔
昭
和
60
〕〕
は
、
哲
学
者

と
し
て
活
躍
し
、
同
志
社
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
一
九
三
三
〔
昭
和
８
〕
年
に

雑
誌
『
世
界
文
化
』
を
創
刊
し
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
立
場
を
表
明
し
、
治
安
維

持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て

約
一
一
枚
で
あ
る
。
真
下
は
地
方
の
青
年
教
員
た
ち
の
葛
藤
を
通
し
て
、「
職
業
」

と
人
間
性
の
ず
れ
を
問
題
化
し
て
い
る
。
多
く
の
青
年
教
員
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
「
自
己
」
の
自
由
な
形
成
と
、「
職
業
」
の
「
型
」（「
～

ら
し
く
」）
と
の
あ
い
だ
に
矛
盾
や
葛
藤
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
職

の
「
型
」
が
封
建
的
な
「
身
分
」
に
等
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
感
覚
は
前
市
民
的

社
会
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
民
主
主
義
的
な
新
し
い
社
会
人
＝
市
民
が
抱
え
る

悩
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
日
本
社
会
の
最
大
課
題
で
あ
る
民
主
化
の

徹
底
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
根
絶
へ
と
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
論
じ
る
。

　
本
特
集
の
論
者
た
ち
は
、「
職
業
」
が
身
分
的
な
規
定
性
と
し
て
機
能
し
え
た
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中
世
的
だ
っ
た
戦
前
の
封
建
的
社
会
に
対
し
て
、
戦
後
社
会
で
は
「
職
業
」
が
む

し
ろ
人
間
を
疎
外
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。「
編
集
後
記
」
に

よ
れ
ば
、
本
特
集
の
記
事
は
論
者
た
ち
の
「
告
白
」
で
あ
り
、
読
者
が
「
自
己
の

問
題
」
を
考
え
る
糸
口
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
掲
載
記
事

が
提
示
し
た
の
は
広
義
の
〈
市
民
〉
と
い
う
「
自
己
」
が
も
つ
悩
み
だ
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
論
者
も
戦
後
社
会
で
は
「
職
業
」
が
人
間
性
を
疎
外
し

て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
〈
自
己
に
悩
む
自
己
〉
の
意
識
を
読
者
の
な

か
に
惹
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

［
中
嶋
優
隆
］

〈
２
〉
特
集
「
二
つ
の
極ポ
ー
ル

」（
第
２
巻
第
８
号
）

　
特
集
「
二
つ
の
極
」
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
８
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年

八
月
）
で
企
画
さ
れ
、
高
桑
純
夫
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
実
存
意
識
と
社
会

認
識
―
」（
目
次
の
副
題
は
「
主
情
と
社
会
関
心
」
と
な
っ
て
い
る
。）、
高
橋
義

孝
「
現
代
に
お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
と
芸
術
の
次
元
―
」、
中
橋
一
夫
「
極

限
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
―
生
命
欲
と
道
徳
―
」
の
三
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
各
論

の
概
要
を
示
す
。

　
高
桑
純
夫
（
一
九
〇
三
〔
明
治
36
〕
～
一
九
七
九
〔
昭
和
54
〕）
は
、
哲
学
者
、

評
論
家
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
の
「
主
体
性
論
争
」
に
お
い
て
積
極
的
に
発
言
を

行
っ
た
。
著
書
に
『
主
体
性
と
実
存
』（
塙
書
房
、
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
な
ど

が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。

高
桑
は
唯
物
史
観
以
後
に
お
け
る
人
間
の
「
主
体
性
」
の
あ
り
か
を
検
討
し
て
い

る
。
唯
物
史
観
の
誕
生
以
後
、
歴
史
に
は
必
然
性
（
客
観
的
法
則
）
が
あ
り
、
個

人
の
営
為
（
そ
し
て
主
観
的
感
情
）
す
ら
も
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
論
的
枠
組
み
の
な
か
で
、
人
々
（
特
に
知
識
人

層
）
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
主
体
的
真
実
」
を
獲
得
で
き
る
の
か
。
一
般
的
に
こ

の
問
題
は
人
間
の
「
意
志
」
や
「
感
情
」
だ
け
を
強
調
す
る
か
、
サ
ル
ト
ル
の
よ

う
に
史
的
唯
物
論
を
決
定
論
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
対
す
る
「
自
由
意
志
」
に
よ

る
脱
却
を
唱
え
る
こ
と
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
必
然
を
「
知

性
」
に
よ
っ
て
理
解
し
つ
つ
、
そ
の
必
然
に
対
す
る
「
現
実
的
自
由
」
を
「
意
志
」

と
「
感
情
」
を
動
員
し
つ
つ
実
行
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
現
実
的

自
由
」
の
行
使
こ
そ
が
、「
人
間
の
創
意
」
の
発
露
な
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
歴

史
の
動
力
と
な
り
、
歴
史
の
必
然
性
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
述
べ
る
。

　
髙
橋
義
孝
（
一
九
一
三
〔
大
正
２
〕
～
一
九
九
五
〔
平
成
７
〕）
は
ド
イ
ツ
文

学
者
お
よ
び
翻
訳
家
と
し
て
活
躍
し
、
名
古
屋
大
学
な
ど
の
教
授
を
歴
任
。
戦

後
は
文
芸
学
に
基
づ
い
た
評
論
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
著
書
に
『
文
芸
学

批
判
』（
国
土
社
、
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
や
『
芸
術
に
つ
い
て
』（
玄
理
社
、

一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。
高
桑
は
高
見
順
の
評
論
「
描
写
の
後
ろ
に
寝
て
ゐ

ら
れ
な
い
」
を
話
の
枕
に
、
政
治
と
芸
術
（
特
に
文
学
）
を
論
じ
て
い
く
。「
政

治
」
と
は
「
人
工
的
に
高
め
ら
れ
た
人
間
の
秩
序
へ
の
意
志
」
で
あ
る
一
方
、「
芸

術
」
は
人
間
の
知
性
や
「
政
治
」
が
捉
え
ら
れ
ず
に
い
る
、「
無
意
識
の
世
界
」

―
人
間
の
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
の
あ
る
場
所
―
を
捉
え
つ
く
そ
う
と
す
る
点

で
、「
政
治
」
に
対
す
る
反
措
定
と
し
て
機
能
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
「
政
治
か
文
学
か
」
と
い
う
二
者
択
一
的
な
議
論
の
仕
方
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中
世
的
だ
っ
た
戦
前
の
封
建
的
社
会
に
対
し
て
、
戦
後
社
会
で
は
「
職
業
」
が
む

し
ろ
人
間
を
疎
外
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。「
編
集
後
記
」
に

よ
れ
ば
、
本
特
集
の
記
事
は
論
者
た
ち
の
「
告
白
」
で
あ
り
、
読
者
が
「
自
己
の

問
題
」
を
考
え
る
糸
口
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
掲
載
記
事

が
提
示
し
た
の
は
広
義
の
〈
市
民
〉
と
い
う
「
自
己
」
が
も
つ
悩
み
だ
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
論
者
も
戦
後
社
会
で
は
「
職
業
」
が
人
間
性
を
疎
外
し

て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
〈
自
己
に
悩
む
自
己
〉
の
意
識
を
読
者
の
な

か
に
惹
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

［
中
嶋
優
隆
］

〈
２
〉
特
集
「
二
つ
の
極ポ
ー
ル

」（
第
２
巻
第
８
号
）

　
特
集
「
二
つ
の
極
」
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
８
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年

八
月
）
で
企
画
さ
れ
、
高
桑
純
夫
「
実
践
へ
の
感
情
的
契
機
―
実
存
意
識
と
社
会

認
識
―
」（
目
次
の
副
題
は
「
主
情
と
社
会
関
心
」
と
な
っ
て
い
る
。）、
高
橋
義

孝
「
現
代
に
お
け
る
芸
術
の
意
味
―
政
治
と
芸
術
の
次
元
―
」、
中
橋
一
夫
「
極

限
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
―
生
命
欲
と
道
徳
―
」
の
三
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
各
論

の
概
要
を
示
す
。

　
高
桑
純
夫
（
一
九
〇
三
〔
明
治
36
〕
～
一
九
七
九
〔
昭
和
54
〕）
は
、
哲
学
者
、

評
論
家
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
の
「
主
体
性
論
争
」
に
お
い
て
積
極
的
に
発
言
を

行
っ
た
。
著
書
に
『
主
体
性
と
実
存
』（
塙
書
房
、
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
な
ど

が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。

高
桑
は
唯
物
史
観
以
後
に
お
け
る
人
間
の
「
主
体
性
」
の
あ
り
か
を
検
討
し
て
い

る
。
唯
物
史
観
の
誕
生
以
後
、
歴
史
に
は
必
然
性
（
客
観
的
法
則
）
が
あ
り
、
個

人
の
営
為
（
そ
し
て
主
観
的
感
情
）
す
ら
も
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
論
的
枠
組
み
の
な
か
で
、
人
々
（
特
に
知
識
人

層
）
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
主
体
的
真
実
」
を
獲
得
で
き
る
の
か
。
一
般
的
に
こ

の
問
題
は
人
間
の
「
意
志
」
や
「
感
情
」
だ
け
を
強
調
す
る
か
、
サ
ル
ト
ル
の
よ

う
に
史
的
唯
物
論
を
決
定
論
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
対
す
る
「
自
由
意
志
」
に
よ

る
脱
却
を
唱
え
る
こ
と
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
必
然
を
「
知

性
」
に
よ
っ
て
理
解
し
つ
つ
、
そ
の
必
然
に
対
す
る
「
現
実
的
自
由
」
を
「
意
志
」

と
「
感
情
」
を
動
員
し
つ
つ
実
行
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
現
実
的

自
由
」
の
行
使
こ
そ
が
、「
人
間
の
創
意
」
の
発
露
な
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
歴

史
の
動
力
と
な
り
、
歴
史
の
必
然
性
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
述
べ
る
。

　
髙
橋
義
孝
（
一
九
一
三
〔
大
正
２
〕
～
一
九
九
五
〔
平
成
７
〕）
は
ド
イ
ツ
文

学
者
お
よ
び
翻
訳
家
と
し
て
活
躍
し
、
名
古
屋
大
学
な
ど
の
教
授
を
歴
任
。
戦

後
は
文
芸
学
に
基
づ
い
た
評
論
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
著
書
に
『
文
芸
学

批
判
』（
国
土
社
、
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
や
『
芸
術
に
つ
い
て
』（
玄
理
社
、

一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。
高
桑
は
高
見
順
の
評
論
「
描
写
の
後
ろ
に
寝
て
ゐ

ら
れ
な
い
」
を
話
の
枕
に
、
政
治
と
芸
術
（
特
に
文
学
）
を
論
じ
て
い
く
。「
政

治
」
と
は
「
人
工
的
に
高
め
ら
れ
た
人
間
の
秩
序
へ
の
意
志
」
で
あ
る
一
方
、「
芸

術
」
は
人
間
の
知
性
や
「
政
治
」
が
捉
え
ら
れ
ず
に
い
る
、「
無
意
識
の
世
界
」

―
人
間
の
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
の
あ
る
場
所
―
を
捉
え
つ
く
そ
う
と
す
る
点

で
、「
政
治
」
に
対
す
る
反
措
定
と
し
て
機
能
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
「
政
治
か
文
学
か
」
と
い
う
二
者
択
一
的
な
議
論
の
仕
方
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は
誤
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
二
つ
は
そ
の
機
能
に
お
い
て
大
き
な
隔
た
り
を
持
ち
、

「
政
治
」
が
常
に
破
綻
の
契
機
を
内
包
し
て
い
る
点
で
、「
芸
術
」
が
わ
ず
か
に
進

歩
的
な
も
の
と
し
て
優
っ
て
い
る
の
だ
と
論
じ
る
。

　
中
橋
一
夫
（
一
九
一
一
〔
明
治
44
〕
～
一
九
五
七
〔
昭
和
32
〕）
は
英
文
学
者
、

文
芸
批
評
家
と
し
て
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
道
化
の
宿
命
―

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
文
学
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
な
ど
が
あ

る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
三
二
枚
で
あ
る
。「
生

命
」
の
欲
求
に
基
づ
く
も
の
な
ら
ば
人
間
の
行
い
は
「
道
徳
」
に
反
し
な
い
の
か

と
い
う
問
い
が
、
ロ
レ
ン
ス
作
品
の
批
判
的
読
解
を
傍
証
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ロ
レ
ン
ス
は
彼
の
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
「
生
命
の
哲
学
」
に
よ
っ
て
粉
飾
し
、「
生

の
流
れ
へ
の
帰
一
」
こ
そ
が
、「
宇
宙
」
と
の
有
機
的
な
関
係
を
確
立
す
る
と
し

た
。
す
な
わ
ち
、「
生
」
を
肯
定
的
に
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ロ
レ
ン
ス

は
神
秘
的
な
発
想
を
説
い
た
わ
け
だ
が
、
一
方
の
「
大
衆
」
は
「
生
命
」
の
呼
び

か
け
に
対
し
て
「
無
意
識
の
倫
理
感
」
か
ら
た
め
ら
い
を
覚
え
て
し
ま
う
。
む
し

ろ
、
ロ
レ
ン
ス
の
よ
う
な
作
家
た
ち
の
「
知
的
興
味
」
に
貫
か
れ
た
哲
学
は
、
そ

の
結
論
に
し
て
よ
う
や
く
「
大
衆
」
の
苦
悩
に
至
る
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
の
「
大
衆
」
の
苦
悩
こ
そ
「
新
し
い
秩
序
」
を
う
ち
立
て
る
端
緒
に
な

る
と
唱
え
る
。

　「
編
集
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
特
集
を
通
し
て
人
間
が
「
二
つ
の
世
界
」
を

生
き
る
現
代
に
お
い
て
「
い
か
に
生
く
べ
き
か
」
が
「
観
念
的
な
思
惟
と
し
て
で

は
な
く
、
生
活
感
情
の
場
に
於
て
、
新
し
き
テ
ー
ゼ
確
立
の
た
め
に
諸
矛
盾
を
剔

抉
し
、
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
た
し
か
に
、
い
ず
れ
の
論
者
も

「
知
性
」
や
「
知
識
人
」
を
相
対
化
し
う
る
、「
生
活
感
情
」
に
即
し
た
現
実
的
な

ま
な
ざ
し
を
共
有
し
、
こ
の
観
点
か
ら
「
い
か
に
生
く
べ
き
か
」
と
い
う
同
時
代

の
課
題
を
弁
証
法
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

 

［
中
嶋
優
隆
］

〈
３
〉　
特
集
「
新
し
い
人
間
・
新
し
い
倫
理
」（
第
２
巻
第
９
号
）

　
特
集
「
新
し
い
人
間
・
新
し
い
倫
理
」
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
９
号
（
一
九
四
八

〔
昭
和
23
〕
年
九
月
）
で
企
画
さ
れ
た
。
特
集
冒
頭
で
編
集
部
よ
り
「
現
代
は
い

か
な
る
時
代
だ
ら
う
か
。
混
乱
の
過
渡
期
と
云
は
れ
る
時
代
に
あ
つ
て
、
そ
れ
な

ら
ば
新
し
い
時
代
に
向
ふ
新
し
い
人
間
像
と
倫
理
は
ど
こ
に
、
ど
の
や
う
に
し
て

現
は
れ
つ
つ
あ
る
だ
ら
う
か
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
各
方
面
に
問
ふ
て
み
た
」
と
特

集
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
南
本
富
夫
「
闇
屋
の
倫
理
」、

津
村
秀
夫
「
日
本
映
画
の
戦
後
的
人
間
」、
大
友
福
夫
「
労
働
者
の
誇
り
」、
三
島

由
紀
夫
「
反
時
代
的
な
芸
術
家
」、
江
原
通
子
「
戦
争
未
亡
人
の
ゆ
く
て
」、
大
谷

省
三
「
農
村
の
若
き
友
へ
」
の
六
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
各
論
の
概
要
を
示

す
。

　
南
本
富
夫
の
履
歴
は
不
明
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し

て
約
一
一
枚
で
あ
る
。「
道
徳
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
る
。

闇
屋
を
や
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
行
け
な
い
戦
後
の
経
済
的
困
窮
で
は
、
闇
屋
は

単
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、「
道
徳
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
的
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
激
化
す
る
イ
ン
フ
レ
状
況
下
で
は
多
く
の
人
が
闇
屋
と
な
り
、
検
挙
さ

れ
る
人
々
も
増
え
て
い
る
。
闇
屋
に
つ
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
検
討
と
解
決
」
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が
必
要
だ
が
、
我
が
国
で
は
現
状
は
「
放
置
」
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　
津
村
秀
夫
（
一
九
〇
七
〔
明
治
40
〕
～
一
九
八
五
〔
昭
和
60
〕）
は
映
画
評
論

家
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
映
画
評
を
担
当
し
た
。
著
書
に
『
映
画

と
批
評
』（
小
山
書
店
、
一
九
三
九
〔
昭
和
14
〕）
な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。「
日
本
映
画
の
戦
後
的
人

間
」
で
は
、
日
本
映
画
に
お
い
て
は
戦
前
も
戦
後
も
、「
映
画
の
創
造
す
る
新
し

い
人
間
像
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、「
男
女
ス
タ
ア
の
型
が
横

行
」
す
る
の
み
で
あ
る
と
苦
言
を
呈
す
る
。
そ
ん
な
中
で
も
、
戦
後
の
日
本
映
画

で
唯
一
の
変
化
は
、「
幾
分
で
も
頽
廃
と
悪
に
ふ
れ
得
た
こ
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、

溝
口
健
二
監
督
の
「
夜
の
女
た
ち
」
と
、
黒
澤
明
監
督
の
「
酔
い
ど
れ
天
使
」
は
、

僅
か
に
興
味
を
持
っ
た
戦
後
日
本
映
画
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

　
大
友
福よ
し

夫お

（
一
九
一
三
〔
大
正
２
〕
～
二
〇
〇
〇
〔
平
成
12
〕）
は
労
働
運
動
、

労
働
組
合
を
専
門
と
す
る
社
会
政
策
学
者
で
あ
る
。
専
修
大
学
教
授
な
ど
を
歴

任
。
著
書
に
『
日
本
労
働
組
合
論
』（
未
來
社
、
一
九
八
一
〔
昭
和
56
〕）
な
ど
が

あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
七
枚
で
あ
る
。
大
友

の
論
ず
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
労
働
者
は
戦
後
、
二
・
一
闘
争
や
三
月
闘
争
な
ど
の

「
歴
史
的
シ
ョ
ッ
ク
」
を
経
験
し
た
。
労
働
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ

た
が
、「
む
し
ろ
労
働
運
動
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
こ
そ
、
新
し
い
人
間
と
し
て

の
労
働
者
の
形
成
が
お
こ
な
わ
れ
る
」
と
し
、
日
本
の
労
働
者
が
生
産
者
と
し
て

の
価
値
に
目
覚
め
、
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
三
島
由
紀
夫
（
一
九
二
五
〔
大
正
14
〕
～
一
九
七
〇
〔
昭
和
45
〕）
は
小
説
家

で
あ
る
。
代
表
作
は
『
仮
面
の
告
白
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕）、

『
金
閣
寺
』（
新
潮
社
、
一
九
五
六
〔
昭
和
31
〕）
な
ど
で
あ
る
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
八
枚
で
あ
る
。
新
し
い
人
間
と
新
し
い
倫
理

は
別
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
人
間
と
倫
理
の
模
索
は
「
原
型
」
の

模
索
を
意
味
し
て
い
る
。「
原
型
」
と
は
「
芸
術
家
の
も
つ
と
も
非
芸
術
的
な
欲

求
の
象
徴
」
で
あ
る
。
創
作
の
根
元
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
寓
話
を
交
え
て
抽

象
的
に
語
っ
て
い
る
。

　
江
原
通ゆ
き

子こ

（
一
九
二
〇
〔
大
正
９
〕
生
ま
れ
）
は
、
編
集
者
で
あ
る
。
東
京
府

立
第
一
高
等
女
学
校
卒
業
。
東
洋
大
学
の
文
学
修
士
課
程
を
修
了
。
一
九
四
六

〔
昭
和
21
〕
年
、
文
藝
春
秋
者
に
入
社
。
仏
教
や
茶
道
に
造
詣
が
深
い
。
論
文
の

分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。
戦
争
未
亡
人
は
戦

後
の
生
活
難
で
困
窮
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
戦
中
は
「
軍
神
」
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
て
い
た
夫
や
息
子
の
死
に
対
し
て
、
戦
後
は
「
犬
死
」
と
い
う
言
葉
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
精
神
的
な
苦
痛
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
未
亡
人
は
再

婚
問
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
自
由
と
生
活
の
安
定
が
望
ま
れ
る
と

訴
え
る
。

　
大
谷
省
三
（
一
九
〇
九
〔
明
治
42
〕
～
一
九
九
四
〔
平
成
６
〕）
は
マ
ル
ク
ス

主
義
農
業
経
済
学
者
で
あ
る
。
東
京
農
工
大
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
自
作

農
論
・
技
術
論
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
三
〔
昭
和
48
〕）
な
ど
が
あ

る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。
Ｋ
君

と
い
う
教
え
子
か
ら
来
た
手
紙
へ
の
返
信
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
Ｋ
君
は
地

主
だ
っ
た
が
全
小
作
地
を
解
放
し
た
り
、
農
村
青
年
の
意
識
改
革
に
努
め
た
り
し

て
い
る
が
孤
独
感
に
な
や
ん
で
い
る
。
大
谷
は
、「
自
己
の
所
信
を
実
践
に
う
つ
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す
こ
と
」
だ
と
励
ま
す
。

　
本
特
集
は
戦
後
の
「
新
し
い
人
間
」、「
新
し
い
倫
理
」
を
ど
の
よ
う
に
模
索
す

る
の
か
を
、
映
画
評
論
家
、
社
会
政
策
学
者
、
小
説
家
な
ど
の
立
場
か
ら
提
起
し

て
も
ら
っ
た
特
集
で
あ
る
。「
倫
理
」
は
戦
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
芸
術
家
、
労
働
者
、
戦
争
未
亡
人
、
農
村
青
年
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
特
集
の
特
徴
が
あ
る
。 

［
光
石
亜
由
美
］

〈
４
〉　
特
集
（
第
２
巻
第
10
号
）

　
特
集
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
10
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
一
〇
月
）
で
企

画
さ
れ
た
。
特
集
の
タ
イ
ト
ル
は
表
紙
に
も
本
欄
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
編
輯
後
記
」
に
東
京
裁
判
の
判
決
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
各
分
野
の

専
門
家
か
ら
「
平
和
へ
の
提
言
」
を
い
た
だ
い
た
と
あ
る
。
山
本
和
「
世
界
秩
序

を
回
復
す
る
力
」、
小
林
珍
雄
「
ス
コ
ラ
的
正
戦
論
の
修
正
」、
佐
藤
信
衛
「
日
本

の
平
和
主
義
」、
宮
澤
俊
義
「
平
和
へ
の
可
能
性
」、
佐
々
木
基
一
「
戦
争
の
幽
霊
」

の
五
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
各
論
の
概
要
を
示
す
。

　
山
本
和か
の
う

（
一
九
〇
九
〔
明
治
42
〕
～
一
九
九
五
〔
平
成
７
〕）
は
日
本
基
督
教

団
の
牧
師
、
神
学
者
で
あ
る
。
関
東
学
院
大
学
、
玉
川
大
学
で
教
授
を
歴
任
。
著

書
に
『
弁
証
法
神
学
の
倫
理
思
想
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
六
一
〔
昭
和
36
〕）
な

ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
七
枚
で
あ
る
。

戦
争
後
の
「
混
乱
し
た
世
界
の
秩
序
を
回
復
す
る
力
」、
そ
し
て
「
平
和
」
を
実

現
す
る
も
の
は
「
神
と
人
間
と
の
宥
和
」
で
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
こ
そ
世
界
と
人

類
と
の
恒
久
平
和
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
説
く
。

　
小
林
珍よ
し

雄お

（
一
九
〇
二
〔
明
治
35
〕
～
一
九
八
〇
〔
昭
和
55
〕）
は
、
宗
教

学
者
で
上
智
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
宗
教
と
政
治
』（
改
造
社
、

一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕）
な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
し
て
約
八
枚
で
あ
る
。
正
当
防
衛
の
条
件
が
充
た
さ
れ
る
な
ら
戦
争
も
正
戦

と
み
と
め
ら
れ
る
ス
コ
ラ
学
以
来
の
伝
統
的
正
戦
論
が
あ
る
が
、
戦
争
放
棄
を
う

た
っ
た
新
憲
法
後
、
正
戦
は
あ
り
え
な
い
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
ら
く
る
反
戦
論
も

こ
の
戦
争
放
棄
と
い
う
「
修
正
さ
れ
た
正
戦
論
」
に
基
づ
く
と
す
る
。

　
佐
藤
信
衛
（
一
九
〇
五
〔
明
治
38
〕
～
一
九
八
九
〔
昭
和
64
〕）
は
哲
学
者
で

あ
る
。
法
政
大
教
授
な
ど
を
歴
任
。
三
木
清
ら
と
と
も
に
雑
誌
『
文
学
界
』
に
参

加
し
た
。
著
書
は
『
考
―
新
論
理
学
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕）

な
ど
で
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
九
枚
で
あ

る
。
中
国
や
ビ
ル
マ
の
内
戦
な
ど
戦
争
の
危
機
を
背
景
に
平
和
運
動
が
世
界
に
高

ま
っ
て
い
る
。
戦
争
を
止
め
る
た
め
に
は
「
世
界
政
府
」
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

だ
ろ
う
。
米
ソ
は
「
未
来
世
界
の
計
画
」
に
つ
い
て
一
致
し
た
方
向
を
見
出
せ
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
平
和
の
構
築
を
求
め
て
い
る
。

　
宮
澤
俊
義
（
一
八
九
九
〔
明
治
32
〕
～
一
九
七
六
〔
昭
和
51
〕）
は
、
憲
法
学

者
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
。
自
由
主
義
的
、

合
理
主
義
的
立
場
に
立
ち
、
護
憲
運
動
を
す
す
め
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字

詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
八
枚
で
あ
る
。
戦
争
は
人
間
性
と
い
う
も
の
に
起
因
す

る
な
ら
、
人
間
性
を
根
本
か
ら
変
え
な
い
と
、
戦
争
は
な
く
な
ら
な
い
。
ま
た
、

原
子
力
の
時
代
の
戦
争
は
、
人
類
の
絶
滅
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
人
間
が

戦
争
を
ほ
ろ
ぼ
さ
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
人
類
を
滅
ぼ
す
だ
ろ
う
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
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が
必
要
だ
が
、
我
が
国
で
は
現
状
は
「
放
置
」
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　
津
村
秀
夫
（
一
九
〇
七
〔
明
治
40
〕
～
一
九
八
五
〔
昭
和
60
〕）
は
映
画
評
論

家
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
映
画
評
を
担
当
し
た
。
著
書
に
『
映
画

と
批
評
』（
小
山
書
店
、
一
九
三
九
〔
昭
和
14
〕）
な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。「
日
本
映
画
の
戦
後
的
人

間
」
で
は
、
日
本
映
画
に
お
い
て
は
戦
前
も
戦
後
も
、「
映
画
の
創
造
す
る
新
し

い
人
間
像
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、「
男
女
ス
タ
ア
の
型
が
横

行
」
す
る
の
み
で
あ
る
と
苦
言
を
呈
す
る
。
そ
ん
な
中
で
も
、
戦
後
の
日
本
映
画

で
唯
一
の
変
化
は
、「
幾
分
で
も
頽
廃
と
悪
に
ふ
れ
得
た
こ
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、

溝
口
健
二
監
督
の
「
夜
の
女
た
ち
」
と
、
黒
澤
明
監
督
の
「
酔
い
ど
れ
天
使
」
は
、

僅
か
に
興
味
を
持
っ
た
戦
後
日
本
映
画
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

　
大
友
福よ
し

夫お

（
一
九
一
三
〔
大
正
２
〕
～
二
〇
〇
〇
〔
平
成
12
〕）
は
労
働
運
動
、

労
働
組
合
を
専
門
と
す
る
社
会
政
策
学
者
で
あ
る
。
専
修
大
学
教
授
な
ど
を
歴

任
。
著
書
に
『
日
本
労
働
組
合
論
』（
未
來
社
、
一
九
八
一
〔
昭
和
56
〕）
な
ど
が

あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
七
枚
で
あ
る
。
大
友

の
論
ず
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
労
働
者
は
戦
後
、
二
・
一
闘
争
や
三
月
闘
争
な
ど
の

「
歴
史
的
シ
ョ
ッ
ク
」
を
経
験
し
た
。
労
働
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ

た
が
、「
む
し
ろ
労
働
運
動
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
こ
そ
、
新
し
い
人
間
と
し
て

の
労
働
者
の
形
成
が
お
こ
な
わ
れ
る
」
と
し
、
日
本
の
労
働
者
が
生
産
者
と
し
て

の
価
値
に
目
覚
め
、
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
三
島
由
紀
夫
（
一
九
二
五
〔
大
正
14
〕
～
一
九
七
〇
〔
昭
和
45
〕）
は
小
説
家

で
あ
る
。
代
表
作
は
『
仮
面
の
告
白
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕）、

『
金
閣
寺
』（
新
潮
社
、
一
九
五
六
〔
昭
和
31
〕）
な
ど
で
あ
る
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
八
枚
で
あ
る
。
新
し
い
人
間
と
新
し
い
倫
理

は
別
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
人
間
と
倫
理
の
模
索
は
「
原
型
」
の

模
索
を
意
味
し
て
い
る
。「
原
型
」
と
は
「
芸
術
家
の
も
つ
と
も
非
芸
術
的
な
欲

求
の
象
徴
」
で
あ
る
。
創
作
の
根
元
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
寓
話
を
交
え
て
抽

象
的
に
語
っ
て
い
る
。

　
江
原
通ゆ
き

子こ

（
一
九
二
〇
〔
大
正
９
〕
生
ま
れ
）
は
、
編
集
者
で
あ
る
。
東
京
府

立
第
一
高
等
女
学
校
卒
業
。
東
洋
大
学
の
文
学
修
士
課
程
を
修
了
。
一
九
四
六

〔
昭
和
21
〕
年
、
文
藝
春
秋
者
に
入
社
。
仏
教
や
茶
道
に
造
詣
が
深
い
。
論
文
の

分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。
戦
争
未
亡
人
は
戦

後
の
生
活
難
で
困
窮
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
戦
中
は
「
軍
神
」
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
て
い
た
夫
や
息
子
の
死
に
対
し
て
、
戦
後
は
「
犬
死
」
と
い
う
言
葉
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
精
神
的
な
苦
痛
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
未
亡
人
は
再

婚
問
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
自
由
と
生
活
の
安
定
が
望
ま
れ
る
と

訴
え
る
。

　
大
谷
省
三
（
一
九
〇
九
〔
明
治
42
〕
～
一
九
九
四
〔
平
成
６
〕）
は
マ
ル
ク
ス

主
義
農
業
経
済
学
者
で
あ
る
。
東
京
農
工
大
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
自
作

農
論
・
技
術
論
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
三
〔
昭
和
48
〕）
な
ど
が
あ

る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
一
枚
で
あ
る
。
Ｋ
君

と
い
う
教
え
子
か
ら
来
た
手
紙
へ
の
返
信
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
Ｋ
君
は
地

主
だ
っ
た
が
全
小
作
地
を
解
放
し
た
り
、
農
村
青
年
の
意
識
改
革
に
努
め
た
り
し

て
い
る
が
孤
独
感
に
な
や
ん
で
い
る
。
大
谷
は
、「
自
己
の
所
信
を
実
践
に
う
つ
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す
こ
と
」
だ
と
励
ま
す
。

　
本
特
集
は
戦
後
の
「
新
し
い
人
間
」、「
新
し
い
倫
理
」
を
ど
の
よ
う
に
模
索
す

る
の
か
を
、
映
画
評
論
家
、
社
会
政
策
学
者
、
小
説
家
な
ど
の
立
場
か
ら
提
起
し

て
も
ら
っ
た
特
集
で
あ
る
。「
倫
理
」
は
戦
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
芸
術
家
、
労
働
者
、
戦
争
未
亡
人
、
農
村
青
年
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
特
集
の
特
徴
が
あ
る
。 

［
光
石
亜
由
美
］

〈
４
〉　
特
集
（
第
２
巻
第
10
号
）

　
特
集
は
『
玄
想
』
第
２
巻
第
10
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
一
〇
月
）
で
企

画
さ
れ
た
。
特
集
の
タ
イ
ト
ル
は
表
紙
に
も
本
欄
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
編
輯
後
記
」
に
東
京
裁
判
の
判
決
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
各
分
野
の

専
門
家
か
ら
「
平
和
へ
の
提
言
」
を
い
た
だ
い
た
と
あ
る
。
山
本
和
「
世
界
秩
序

を
回
復
す
る
力
」、
小
林
珍
雄
「
ス
コ
ラ
的
正
戦
論
の
修
正
」、
佐
藤
信
衛
「
日
本

の
平
和
主
義
」、
宮
澤
俊
義
「
平
和
へ
の
可
能
性
」、
佐
々
木
基
一
「
戦
争
の
幽
霊
」

の
五
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
各
論
の
概
要
を
示
す
。

　
山
本
和か

の
う

（
一
九
〇
九
〔
明
治
42
〕
～
一
九
九
五
〔
平
成
７
〕）
は
日
本
基
督
教

団
の
牧
師
、
神
学
者
で
あ
る
。
関
東
学
院
大
学
、
玉
川
大
学
で
教
授
を
歴
任
。
著

書
に
『
弁
証
法
神
学
の
倫
理
思
想
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
六
一
〔
昭
和
36
〕）
な

ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
七
枚
で
あ
る
。

戦
争
後
の
「
混
乱
し
た
世
界
の
秩
序
を
回
復
す
る
力
」、
そ
し
て
「
平
和
」
を
実

現
す
る
も
の
は
「
神
と
人
間
と
の
宥
和
」
で
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
こ
そ
世
界
と
人

類
と
の
恒
久
平
和
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
説
く
。

　
小
林
珍よ
し

雄お

（
一
九
〇
二
〔
明
治
35
〕
～
一
九
八
〇
〔
昭
和
55
〕）
は
、
宗
教

学
者
で
上
智
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
宗
教
と
政
治
』（
改
造
社
、

一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕）
な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
し
て
約
八
枚
で
あ
る
。
正
当
防
衛
の
条
件
が
充
た
さ
れ
る
な
ら
戦
争
も
正
戦

と
み
と
め
ら
れ
る
ス
コ
ラ
学
以
来
の
伝
統
的
正
戦
論
が
あ
る
が
、
戦
争
放
棄
を
う

た
っ
た
新
憲
法
後
、
正
戦
は
あ
り
え
な
い
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
ら
く
る
反
戦
論
も

こ
の
戦
争
放
棄
と
い
う
「
修
正
さ
れ
た
正
戦
論
」
に
基
づ
く
と
す
る
。

　
佐
藤
信
衛
（
一
九
〇
五
〔
明
治
38
〕
～
一
九
八
九
〔
昭
和
64
〕）
は
哲
学
者
で

あ
る
。
法
政
大
教
授
な
ど
を
歴
任
。
三
木
清
ら
と
と
も
に
雑
誌
『
文
学
界
』
に
参

加
し
た
。
著
書
は
『
考
―
新
論
理
学
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕）

な
ど
で
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
九
枚
で
あ

る
。
中
国
や
ビ
ル
マ
の
内
戦
な
ど
戦
争
の
危
機
を
背
景
に
平
和
運
動
が
世
界
に
高

ま
っ
て
い
る
。
戦
争
を
止
め
る
た
め
に
は
「
世
界
政
府
」
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

だ
ろ
う
。
米
ソ
は
「
未
来
世
界
の
計
画
」
に
つ
い
て
一
致
し
た
方
向
を
見
出
せ
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
平
和
の
構
築
を
求
め
て
い
る
。

　
宮
澤
俊
義
（
一
八
九
九
〔
明
治
32
〕
～
一
九
七
六
〔
昭
和
51
〕）
は
、
憲
法
学

者
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
。
自
由
主
義
的
、

合
理
主
義
的
立
場
に
立
ち
、
護
憲
運
動
を
す
す
め
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字

詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
八
枚
で
あ
る
。
戦
争
は
人
間
性
と
い
う
も
の
に
起
因
す

る
な
ら
、
人
間
性
を
根
本
か
ら
変
え
な
い
と
、
戦
争
は
な
く
な
ら
な
い
。
ま
た
、

原
子
力
の
時
代
の
戦
争
は
、
人
類
の
絶
滅
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
人
間
が

戦
争
を
ほ
ろ
ぼ
さ
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
人
類
を
滅
ぼ
す
だ
ろ
う
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
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佐
々
木
基
一
（
一
九
一
四
〔
大
正
３
〕
～
一
九
九
三
〔
平
成
５
〕）
は
文
芸
、

前
衛
芸
術
、
映
画
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
た
評
論
家
で
あ
る
。
雑
誌
『
近
代
文
学
』

創
刊
に
参
加
。
著
書
に
『
私
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
』（
講
談
社
、
一
九
九
〇
〔
平
成
２
〕）

な
ど
が
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
五
枚
で
あ

る
。
東
西
冷
戦
、
各
国
の
内
戦
が
続
い
て
い
る
「
戦
争
か
革
命
か
」
と
い
う
現
状

で
、「
そ
の
い
づ
れ
か
が
、
よ
り
平
和
的
手
段
に
於
て
遂
行
さ
れ
得
る
か
を
探
索
」

す
る
「
優
れ
た
耳
」
を
養
い
た
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　
識
者
か
ら
な
る
「
平
和
へ
の
提
言
」
で
あ
る
が
、
抽
象
的
提
言
か
ら
、「
世
界

政
府
」
の
必
要
と
い
う
具
体
的
な
も
の
ま
で
幅
広
い
。
戦
後
と
い
っ
て
も
東
西
冷

戦
や
各
国
の
内
戦
と
い
っ
た
戦
争
状
態
が
続
く
な
か
、
い
か
に
平
和
を
実
現
す
る

か
と
い
う
切
実
な
願
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
特
集
で
あ
る
。 

［
光
石
亜
由
美
］

付
記
　
本
稿
は
、
科
研
費
（
研
究
番
号16H
03386

）「
占
領
期
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
資
料
調
査
お
よ
び
総
合
的
考
察
」（
基
盤
研
究
Ｂ
）
研
究
代
表
者
：

大
原 

祐
治
（
千
葉
大
学
））
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Abstract

Postwar Magazines in Nara（３）

Table of Contents and Main Articles of “Genso”（２）

Yutaka NAKAJIMA     Ayumi MITSUISHI

　“Genso” was a literary magazine published in Nara between 1947 and 1949. This article 

provides an overview of the journal, a detailed table of contents, and commentary on the 

special features （author biography, and commentary） on“Genso”.

Key words：①Genso、②Nara、③postwar magazines、④Yotoku-sya、⑤special feature
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